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三
九
三

ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由

│
ヒ
ト
ラ
ー
『
わ
が
闘
争
』
再
出
版
を
契
機
と
し
て

│鈴　
　

木　
　

秀　
　

美

一　

問
題
の
所
在

ナ
チ
ス
総
統
ヒ
ト
ラ
ー
著
『
わ
が
闘
争
』
の
著
作
権
が
二
〇
一
五
年
末
に
消
滅
し
、
ド
イ
ツ
で
は
そ
の
再
出
版
が
法
的
に
許
さ
れ
る
か

否
か
が
議
論
に
な
っ
て
い
る

（
1
）

。
ヒ
ト
ラ
ー
の
最
後
の
住
所
が
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
市
に
あ
っ
た
た
め
、
彼
の
遺
産
は
同
市
を
州
都
と
す
る
バ
イ
エ

ル
ン
州
に
帰
属
し
、
同
州
財
務
省
が
管
理
し
て
き
た

（
2
）

。『
わ
が
闘
争
』
の
著
作
権
も
、
二
〇
一
五
年
末
ま
で
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
も
の
だ
っ

た
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
、
出
版
に
あ
た
っ
て
同
書
の
版
権
を
ナ
チ
ス
系
出
版
社
フ
ラ
ン
ツ
・
エ
ー
ア
社
に
委
ね
た
が
、
同
社
は
ド
イ
ツ
敗
戦
後

に
占
領
軍
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
、
版
権
も
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
も
の
と
な
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
ナ
チ
ス
思
想
の
普
及
を
阻
止
す
る
た

論　

説

（
一
三
三
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

三
九
四

め
、
著
作
権
に
基
づ
い
て
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
を
禁
止
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
著
作
権
法
六
四
条
に
よ
れ
ば
、
著
作
権
は
、
著
作

者
の
死
後
七
十
年
で
消
滅
す
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
一
九
四
五
年
に
死
亡
し
た
。
著
作
権
法
六
九
条
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
、
保
護
期
間
は

一
九
四
六
年
一
月
一
日
か
ら
と
な
り
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
三
一
日
を
も
っ
て
著
作
権
は
消
滅
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
著
作
権
の
消
滅
を

視
野
に
入
れ
て
、
出
版
界
を
中
心
に
『
わ
が
闘
争
』
の
扱
い
に
注
目
が
集
ま
っ
た
。

例
え
ば
、
二
〇
一
二
年
初
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
出
版
社
が
、『
わ
が
闘
争
』
の
一
部
（
原
著
の
二
〇
頁
か
ら
二
五
頁
に
相
当
）
を
解
説
付
き
で

週
刊
誌
『
ツ
ァ
イ
ト
ゥ
ン
グ
ス
ツ
ォ
イ
ゲ
ン
』（Z

eitungszeugen

）
の
別
冊
と
し
て
、『
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
本
』（D

as unlesbare 

B
uch

）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け
て
出
版
し
よ
う
と
し
た
。
全
体
の
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
原
著
で
、
四
〇
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
解
説
と
い
う
割
合
だ
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
、
著
作
権
に
基
づ
い
て
そ
の
出
版
差
止
め
を
求
め
た
と
こ

ろ
、
同
年
三
月
八
日
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
地
裁
判
決
は
、
出
版
差
止
め
を
認
め
た

（
3
）

。
同
年
六
月
一
四
日
の
上
級
地
裁
判
決
も
こ
の
判
断
を
支
持

し
た

（
4
）

。
な
ぜ
な
ら
、
原
著
の
一
部
が
解
説
と
と
も
に
出
版
さ
れ
る
と
い
っ
て
も
、
出
版
が
計
画
さ
れ
て
い
た
別
冊
は
、
著
作
権
法
で
認
め

ら
れ
て
い
る
「
引
用
」
の
範
囲
を
超
え
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
出
版
社
は
、『
わ
が
闘
争
』
が
掲
載
さ
れ
る
予

定
だ
っ
た
部
分
に
モ
ザ
イ
ク
を
か
け
、
そ
こ
に
「
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
文
字
を
入
れ
、
解
説
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
出

版
し
た
。
こ
の
事
件
で
出
版
社
は
、
ナ
チ
ス
思
想
の
普
及
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
刑
法
だ
け
で
あ
り
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
は
著
作

権
を
濫
用
し
て
い
る
と
主
張
し
た
が
敗
訴
し
た
。
と
は
い
え
、
こ
の
事
件
は
、『
わ
が
闘
争
』
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
再
出
版
が
著
作
権
に

よ
っ
て
阻
止
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
問
題
提
起
と
な
っ
た

（
5
）

。

ド
イ
ツ
刑
法
は
、
ナ
チ
ス
独
裁
へ
の
歴
史
的
反
省
か
ら
ナ
チ
ス
組
織
の
企
て
を
促
進
す
る
内
容
の
宣
伝
手
段
を
禁
止
す
る
と
と
も
に

（
八
六
条
、
八
六
ａ
条
）、
民
衆
扇
動
罪
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
（
人
種
・
民
族
の
集
団
に
対
す
る
偏
見
や
憎
悪
の
表
現

（
6
））

を
禁
止
し

（
一
三
三
六
）



ド
イ
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三
九
五

て
い
る
（
一
三
〇
条
）。
解
説
の
付
い
て
い
な
い
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
は
、
こ
れ
ら
の
禁
止
に
違
反
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
と
り
わ
け
、

民
衆
扇
動
罪
（
一
三
〇
条
二
項
の
民
衆
扇
動
的
文
書
の
頒
布
）
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
7
）

。
た
だ
し
、
歴
史
教
育
や
研
究
者
に
よ
る
歴
史
的

検
証
の
た
め
、
解
説
付
き
で
あ
れ
ば
再
出
版
し
て
も
違
法
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き
た

（
8
）

。
そ
こ
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
あ
る
現
代
史

研
究
所
（IfZ
：Institut für Z

eitgeschichte

）
は
、『
わ
が
闘
争
』
の
著
作
権
消
滅
後
を
見
据
え
て
、
解
説
付
き
の
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出

版
を
計
画
し
、
著
作
権
消
滅
後
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
同
書
を
出
版
し
た
。
こ
の
よ
う
な
出
版
に
対
し
て
さ
え
ド
イ
ツ
で
は
一
部
に
批
判

も
あ
る
が
、
こ
の
解
説
付
き
の
『
わ
が
闘
争
』
は
出
版
以
来
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
。
な
お
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
政
府
は
、
著
作
権
消

滅
後
に
『
わ
が
闘
争
』
が
ネ
オ
ナ
チ
組
織
な
ど
に
よ
り
ナ
チ
ス
思
想
の
宣
伝
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
、
二
〇
一
二
年
、
い
っ
た

ん
は
現
代
史
研
究
所
の
再
出
版
計
画
に
五
〇
万
ユ
ー
ロ
を
助
成
す
る
と
決
定
し
た
が
、
二
〇
一
三
年
末
に
な
っ
て
、
た
と
え
解
説
付
き
で

あ
っ
て
も
再
出
版
へ
の
助
成
を
す
べ
き
で
な
い
と
方
針
を
転
換
す
る
と
い
う
騒
動
も
起
こ
っ
た
。

二
〇
一
六
年
五
月
に
な
っ
て
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
あ
る
極
右
系
出
版
社
が
、
二
〇
一
六
年
夏
に
解
説
の
付
い
て
い
な
い
『
わ
が
闘
争
』
を

再
出
版
す
る
と
予
告
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
検
察
は
、
民
衆
扇
動
罪
の
嫌
疑
で
同
出
版
社
の
経
営
者
に
対
す
る
捜
査
に
着
手
し
た
と
い
う

（
9
）

。

解
説
付
き
か
否
か
で
『
わ
が
闘
争
』
再
出
版
の
法
的
取
扱
い
が
異
な
る
の
か
と
い
う
、
著
作
権
消
滅
前
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
問
題
が
、

ま
さ
に
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

一
九
六
〇
年
の
刑
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
民
衆
扇
動
罪

（
10
）

は
、
そ
の
後
、
何
度
も
改
正
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
〇
年
と
二
〇
一
五
年
に
も

改
正
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
を
め
ぐ
る
議
論
を
背
景
と
し
て
、
こ
の
機
会
に
あ
ら
た
め
て
ド
イ
ツ
の

民
衆
扇
動
罪
が
ど
の
よ
う
な
表
現
規
制
な
の
か
、
そ
し
て
、
そ
れ
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
運
用
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

以
下
で
は
、
ま
ず
、
刑
法
一
三
〇
条
の
変
遷
と
、
近
年
の
運
用
状
況
を
確
認
し
た
う
え
で
、
主
と
し
て
一
項
と
二
項
に
よ
る
一
般
的
な
ヘ

（
一
三
三
七
）
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十
二
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（
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〇
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月
）

三
九
六

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
特
徴
を
概
観
す
る
。
そ
し
て
、
刑
事
裁
判
に
お
い
て
民
衆
扇
動
罪
を
具
体
的
事
案
に
適
用
す
る
際
に
、
表
現
の
自

由
へ
の
配
慮
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
憲
法
判
例
を
手
が
か
り
に
検
討
を
加
え
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

刑
法
に
よ
る
表
現
規
制
の
解
釈
と
適
用
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
言
明
の
意
味
理
解
の
段
階
で
も
、
刑
事

裁
判
所
に
表
現
の
自
由
へ
の
配
慮
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
刑
事
裁
判
所
が
民
衆
扇
動
罪
で
有
罪
と
し
た
い
く
つ
か
の
判
決
を
覆

し
た
こ
と
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
立
法
者
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
の
取
り
組
み
と
、
そ
の
規
制
に
よ
る
表
現
の
自
由
の
過
剰
な
制
約

を
回
避
す
る
た
め
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
歯
止
め
と
し
て
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二　

刑
法
一
三
〇
条
の
変
遷
と
運
用
状
況

1　

刑
法
一
三
〇
条
の
変
遷

ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
は
、
一
八
一
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
で
制
定
さ
れ
た
階
級
闘
争
の
扇
動
に
対
抗
す
る
た
め
の
プ
レ
ス
法
に
由
来
す
る
。

こ
の
階
級
闘
争
扇
動
罪
が
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
受
け
継
が
れ
、
ま
ず
、
一
八
五
一
年
の
プ
ロ
イ
セ
ン
刑
法
一
〇
〇
条
に
規
定
さ
れ
た
。

こ
れ
が
一
八
七
一
年
の
帝
国
刑
法
典
一
三
〇
条
と
な
っ
た
。
同
条
は
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
態
様
で
、
住
民
の
異
な
る
階
級
を
相
互
に

公
然
と
暴
力
行
為
へ
と
扇
動
す
る
者
」
を
処
罰
す
る
も
の
で
、
そ
の
後
、
約
九
〇
年
間
も
存
続
す
る
こ
と
に
な
る

（
11
）

。

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
に
誕
生
し
た
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
と
っ
て
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
に
い
か
に
対
抗
す
る
か
は
重

大
な
政
治
的
・
社
会
的
問
題
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
党
（
Ｄ
Ｐ
）
の
幹
部
だ
っ
た
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
へ
ー
ト
ラ
ー
が
、
ヒ
ト
ラ
ー
体
制
の

擁
護
や
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
を
正
当
化
す
る
演
説
に
よ
り
、
前
述
し
た
階
級
扇
動
罪
や
侮
辱
罪
で
起
訴
さ
れ
た
も
の
の
、
一
九
五
〇
年
二
月

（
一
三
三
八
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

三
九
七

一
五
日
、
地
裁
判
決
に
よ
り
無
罪
と
な
り
、
そ
れ
に
対
す
る
激
し
い
怒
り
の
声
が
あ
が
っ
た

（
12
）

。
こ
れ
を
端
緒
と
し
て
、
刑
法
一
三
〇
条
改

正
を
め
ぐ
る
議
論
が
高
ま
っ
た
。

た
だ
し
、
階
級
扇
動
罪
に
代
わ
っ
て
民
衆
扇
動
罪
が
刑
法
一
三
〇
条
に
規
定
さ
れ
る
ま
で
に
は
そ
れ
か
ら
一
〇
年
の
歳
月
が
費
や
さ
れ

た
（
13
）

。
一
九
六
〇
年
に
民
衆
扇
動
罪
が
刑
法
に
新
設
さ
れ
た
背
景
に
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
事
件
の
連
鎖
が
あ
っ
た

（
14
）

。

と
く
に
、
一
九
五
九
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
発
生
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
拡
大
し
た
大
規
模
な
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
的
落
書
き
事
件
が
議

論
を
再
燃
さ
せ
、
こ
う
し
た
行
為
を
犯
罪
と
し
て
刑
法
に
明
記
し
処
罰
す
る
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
る
に
至
っ
た

（
15
）

。
年
明
け
に
始

ま
っ
た
連
邦
議
会
法
務
委
員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
一
九
六
〇
年
五
月
二
〇
日
、「
住
民
の
一
部
」
を
攻
撃
す
る
い
わ
ゆ
る
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
に
対
す
る
規
制
と
し
て
、
民
衆
扇
動
罪
が
誕
生
し
た
。
一
三
〇
条
に
よ
っ
て
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
、
他

人
の
人
間
の
尊
厳
を
」、
住
民
の
一
部
に
対
す
る
憎
悪
を
か
き
立
て
た
り
、
暴
力
的
措
置
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
を
誘
発
し
た
り
、
又
は
、

住
民
の
一
部
を
罵
倒
し
、
悪
意
で
軽
蔑
し
、
中
傷
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
攻
撃
し
た
者
は
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

（
16
）

。
ま
た
、
一
九
七
三

年
の
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
、
人
間
に
対
す
る
暴
力
を
描
写
す
る
文
書
と
と
も
に
、
人
種
に
対
す
る
憎
悪
を
か
り
立
て
る
文
書
を
禁
止
す
る

規
定
が
一
三
一
条
と
し
て
新
設
さ
れ
た

（
17
）

。

そ
の
後
、
一
九
九
〇
年
に
ド
イ
ツ
統
一
と
い
う
大
き
な
出
来
事
が
あ
り
、
旧
東
ド
イ
ツ
地
域
で
失
業
率
が
高
ま
る
と
極
右
に
よ
る
外
国

人
住
居
へ
の
放
火
が
続
発
し
た
こ
と
や
、
極
右
政
党
の
ド
イ
ツ
国
家
民
主
党
（
以
下
で
は
、「
Ｎ
Ｐ
Ｄ
」）
党
首
デ
ッ
ケ
ル
ト
の
活
動
と
そ
れ

に
対
す
る
処
罰
を
め
ぐ
る
論
争
を
背
景
と
し
て
、
一
九
九
四
年
の
改
正
に
よ
り
、
刑
法
一
三
〇
条
に
二
項
か
ら
五
項
が
追
加
さ
れ
た

（
18
）

。
前

述
し
た
一
三
一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た
人
種
に
対
す
る
憎
悪
を
か
り
立
て
る
文
書
の
禁
止
が
、
一
部
の
文
言
の
修
正
を
受
け
て
一
三
〇
条

二
項
に
移
さ
れ
た

（
19
）

。
三
項
は
い
わ
ゆ
る
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
嘘
」
を
新
た
に
禁
止
し
、
四
項
は
文
書
に
よ
る
「
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ

（
一
三
三
九
）
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の
嘘
」
も
禁
止
し
た

（
20
）

。
五
項
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
た
と
え
二
項
と
四
項
の
構
成
要
件
に
該
当
し
て
も
、
教
育
、
研
究
、
芸

術
、
報
道
な
ど
の
た
め
に
役
立
つ
場
合
を
規
制
の
例
外
と
す
る
刑
法
八
六
条
三
項
を
準
用
す
る
規
定
が
五
項
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
規
定

は
「
社
会
妥
当
性
条
項
」（S

ozialadäquanzklausel

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
の
改
正
に
よ
り
、
ナ
チ
ス
の
暴
力
的
支
配
及
び
恣
意
的
支
配
の
賛
美
や
矮
小
化
を
禁
止
す
る
四
項
が
新
設
さ
れ

た
（
21
）

。
こ
の
年
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
終
戦
六
〇
年
に
あ
た
り
、
終
戦
記
念
日
の
五
月
八
日
に
ネ
オ
ナ
チ
が
ベ
ル
リ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル

ク
門
や
そ
れ
に
隣
接
す
る
、
新
設
の
「
虐
殺
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
記
念
碑
」
の
前
で
デ
モ
行
進
を
行
う
可
能
性
が

あ
っ
た
た
め
、
短
期
間
に
こ
う
し
た
法
改
正
が
実
現
し
た

（
22
）

。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
四
項
が
五
項
に
、
五
項
が
六
項
に
移
さ
れ

た
。
な
お
、
一
三
〇
条
四
項
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年
に
新
設
さ
れ
た
時
か
ら
表
現
規
制
と
し
て
そ
の
合
憲
性
に
疑
問
が
な
げ
か
け
ら

れ
て
い
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
二
〇
〇
九
年
の
い
わ
ゆ
る
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定

（
23
）

に
よ
っ
て
同
項
の
合
憲
性
を
認
め
た
が
、
そ
の
際
、

保
護
法
益
の
「
公
共
の
平
穏
」
に
限
定
解
釈
を
施
し
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
詳
し
く
は
後
述
す
る
）。

こ
の
他
、
二
〇
一
一
年
の
改
正
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
一
項
と
二
項
で
異
な
っ
て
い
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
の
文
言
が
統
一
さ

れ
た

（
24
）

。
そ
し
て
、
二
〇
一
五
年
の
改
正
で
六
項
が
新
設
さ
れ
、
文
書
や
放
送
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
未
遂
の
場
合
も
処
罰
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た

（
25
）

。
こ
れ
に
と
も
な
い
六
項
に
あ
っ
た
社
会
妥
当
性
条
項
は
七
項
に
移
さ
れ
た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
改
正
の
う
ち
二
項
に
つ

い
て
の
改
正
は
、
内
容
上
の
改
正
と
い
う
よ
り
も
、
文
言
上
の
表
現
の
変
更
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
改
正
前
の
二
項
一
号
で
は
、「
文
書
」

に
つ
い
て
複
数
形
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
ひ
と
つ
の
文
書
で
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
単
数
形
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
ま
た
、
同
項
二
号
で
は
、
メ
デ
ィ
ア
サ
ー
ビ
ス
と
テ
レ
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
概
念
に
代
わ
っ
て
、
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
と
い
う
概
念

が
採
用
さ
れ
た
。

（
一
三
四
〇
）
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イ
ツ
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（
鈴
木
）

三
九
九

こ
の
よ
う
な
変
遷
を
経
て
、
民
衆
扇
動
罪
の
現
行
規
定

（
26
）

は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
最
終
改
正
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日
、
同
年
一
月

二
七
日
施
行

（
27
））。

第
一
項　

公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
、

一　

国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出
自
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
に
対
し
て
、
住
民
の
一
部
に
対
し
て
、

若
し
く
は
あ
る
個
人
が
上
で
挙
げ
た
集
団
や
住
民
の
一
部
に
属
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
そ
の
者
に
対
し
て
、
憎
悪
を
か
き
立
て

る
者
、
暴
力
的
措
置
を
と
る
よ
う
扇
動
す
る
者
、
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
を
と
る
よ
う
扇
動
す
る
者
、
又
は

二　

上
で
挙
げ
た
集
団
、
住
民
の
一
部
、
若
し
く
は
あ
る
個
人
が
上
で
挙
げ
た
集
団
や
住
民
の
一
部
に
属
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て

そ
の
者
を
、
罵
倒
し
、
悪
意
を
持
っ
て
侮
辱
し
、
若
し
く
は
中
傷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
者

は
、
三
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

第
二
項

一　

以
下
の
内
容
の
文
書
（
一
一
条
三
項
）
を
、
頒
布
し
、
公
衆
の
接
近
を
可
能
に
し
、
若
し
く
は
一
八
歳
未
満
の
者
に
以
下
の
内

容
の
文
書
（
一
一
条
三
項
）
を
提
供
し
、
渡
し
、
若
し
く
は
目
に
触
れ
う
る
状
態
に
し
た
者
、

ａ　

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
集
団
、
住
民
の
一
部
若
し
く
は
個
人
に
対
し
て
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
集
団
若
し
く
は
住
民

の
一
部
に
属
す
る
こ
と
を
理
由
に
し
て
憎
悪
を
か
き
立
て
る
こ
と
、

ｂ　

ａ
に
掲
げ
る
者
若
し
く
は
そ
の
多
数
に
対
す
る
暴
力
的
措
置
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
を
と
る
よ
う
扇
動
す
る
こ
と
、

ｃ　

ａ
に
掲
げ
る
者
若
し
く
は
そ
の
多
数
の
人
間
の
尊
厳
を
、
罵
倒
し
、
悪
意
を
持
っ
て
侮
辱
し
、
若
し
く
は
中
傷
す
る
こ
と
に

（
一
三
四
一
）
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四
〇
〇

よ
り
攻
撃
す
る
こ
と
、

二　

一
号
ａ
か
ら
ｃ
に
掲
げ
る
内
容
を
放
送
若
し
く
は
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
一
八
歳
未
満
の
者
若
し
く
は
公
衆
の
接
近
を
可
能

に
し
た
者
、
又
は

三　

一
号
ａ
か
ら
ｃ
に
掲
げ
る
内
容
の
文
書
（
一
一
条
三
項
）
を
作
成
し
、
調
達
し
、
交
付
し
、
保
管
し
、
提
供
し
、
宣
伝
し
た
者
、

若
し
く
は
、
一
号
若
し
く
は
二
号
の
意
味
に
お
け
る
文
書
若
し
く
は
そ
の
一
部
を
利
用
し
、
若
し
く
は
他
者
に
そ
の
利
用
を
可
能

に
す
る
た
め
、
当
該
文
書
を
輸
入
し
若
し
く
は
輸
出
し
よ
う
と
試
み
た
者

は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

第
三
項　

国
家
社
会
主
義
支
配
の
も
と
で
行
わ
れ
た
、
国
際
刑
法
典
第
六
条
一
項
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る
種
類
の
行
為
を
、
公
然
と
又
は

集
会
に
お
い
て
、
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
、
是
認
し
、
そ
の
存
在
を
否
定
し
、
又
は
矮
小
化
す
る
者
は
、
五
年
以

下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

第
四
項　

公
然
と
又
は
集
会
に
お
い
て
、
国
家
社
会
主
義
の
暴
力
的
支
配
及
び
恣
意
的
支
配
を
是
認
し
、
賛
美
し
又
は
正
当
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
犠
牲
者
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
態
様
で
公
共
の
平
穏
を
乱
す
者
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ

る
。

第
五
項　

第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
号
は
、
第
三
項
及
び
第
四
項
に
掲
げ
る
内
容
の
文
書
（
第
一
一
条
第
三
項
）
に
も
妥
当
す
る
。
第
三

項
及
び
第
四
項
に
掲
げ
る
内
容
を
放
送
又
は
テ
レ
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
一
八
歳
未
満
の
者
又
は
公
衆
の
接
近
を
可
能
に
し
た
者
も
、

第
二
項
第
二
号
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
。

第
六
項　

第
五
項
の
場
合
も
含
め
て
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
場
合
、
未
遂
も
処
罰
さ
れ
る
。

（
一
三
四
二
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
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動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
〇
一

第
七
項　

第
五
項
の
場
合
も
含
め
て
、
第
二
項
の
場
合
、
並
び
に
第
三
項
及
び
第
四
項
の
場
合
に
は
、
第
八
六
条
第
三
項
が
準
用
さ
れ

る
。

な
お
、
一
三
〇
条
七
項
で
準
用
さ
れ
て
い
る
八
六
条
三
項
は
、
前
述
し
た
社
会
妥
当
性
条
項
で
あ
る
。
八
六
条
三
項
は
、
同
条
一
項
に

よ
る
違
憲
な
組
織
の
宣
伝
手
段
の
製
作
・
頒
布
の
禁
止
に
つ
い
て
、
も
し
そ
の
宣
伝
手
段
が
、「
市
民
教
育
、
違
憲
な
試
み
の
防
衛
、
芸

術
若
し
く
は
学
問
、
研
究
若
し
く
は
教
育
、
焦
眉
の
出
来
事
若
し
く
は
歴
史
の
経
緯
に
つ
い
て
の
報
道
又
は
類
似
の
目
的
に
奉
仕
す
る
場

合
」
を
例
外
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
民
衆
扇
動
罪
に
も
準
用
さ
れ
る
た
め
、
た
と
え
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
が
一
三
〇
条
二
項
の
構
成

要
件
に
該
当
す
る
と
し
て
も
、
ヒ
ト
ラ
ー
独
裁
に
つ
い
て
批
判
的
な
分
析
を
加
え
る
解
説
付
き
で
あ
れ
ば
、
市
民
教
育
や
学
校
教
育
、
大

学
で
の
教
育
・
研
究
に
役
立
つ
と
い
う
理
由
か
ら
、『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
は
民
衆
扇
動
罪
と
し
て
処
罰
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
き

た
（
28
）

。
実
際
、
二
〇
一
六
年
一
月
の
解
説
付
き
の
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
は
刑
事
事
件
に
な
っ
て
は
い
な
い
。

2　

刑
法
一
三
〇
条
の
全
体
像

刑
法
一
三
〇
条
の
民
衆
扇
動
罪
は
、
毛
利
透
に
よ
る
概
説

（
29
）

に
よ
れ
ば
、
一
項
に
お
い
て
、「
国
籍
、
人
種
、
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
定
め

ら
れ
る
集
団
や
、
そ
の
構
成
員
で
あ
る
個
人
に
対
し
て
、『
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
』、『
憎
悪
を
か
き
立
て
、
あ
る
い

は
暴
力
的
な
い
し
恣
意
的
措
置
を
と
る
よ
う
煽
動
す
る
』
こ
と
、
あ
る
い
は
そ
の
よ
う
な
態
様
で
、
そ
れ
ら
の
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
。
ま
た
、
二
項
は
、「
一
項
に
該
当
す
る
内
容
の
文
書
を
頒
布
、
掲
示
、

放
送
な
ど
す
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
た
め
に
当
該
文
書
を
作
成
・
調
達
な
ど
す
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
。
三
項
は
、「『
公
共
の
平
穏
を
乱

（
一
三
四
三
）
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す
の
に
適
し
た
態
様
で
』、
ナ
チ
ス
が
行
っ
た
民
族
謀
殺
を
是
認
、
矮
小
化
し
、
ま
た
は
そ
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
」
を
禁
止
す
る
。

四
項
は
、「
ナ
チ
ス
の
『
暴
力
的
か
つ
恣
意
的
支
配
』
を
是
認
、
賛
美
、
あ
る
い
は
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、『
犠
牲
者
の
尊
厳
を
侵
害

す
る
態
様
で
公
共
の
平
穏
を
乱
す
』
こ
と
」
を
禁
止
す
る
。

毛
利
は
五
項
か
ら
七
項
に
つ
い
て
概
説
し
て
い
な
い
が
、
同
じ
程
度
に
概
説
す
る
な
ら
、
五
項
は
、
三
項
と
四
項
で
禁
止
さ
れ
た
内
容

の
文
書
を
頒
布
、
掲
示
、
放
送
な
ど
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。
六
項
は
、
二
項
と
五
項
に
つ
い
て
、
そ
の
未
遂
を
処
罰
す
る
。
七
項
は
、

前
述
の
通
り
、
社
会
妥
当
性
条
項
で
あ
る
。

な
お
、
二
〇
一
一
年
の
改
正
ま
で
、
一
項
と
二
項
で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
に
つ
い
て
異
な
る
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

よ
り
広
範
に
攻
撃
対
象
を
捉
え
て
い
た
二
項
と
異
な
り
、
一
項
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
を
「
住
民
の
一
部
」
に
限
定
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
一
項
に
お
け
る
攻
撃
対
象
は
ド
イ
ツ
に
住
む
住
民
の
一
部
に
限
ら
れ
、
こ
れ
に
対
し
、
二
項
の
文
書
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
の
攻
撃
対
象
に
は
外
国
に
住
ん
で
い
る
国
籍
、
民
族
、
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
特
定
さ
れ
る
集
団
も
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
二
〇
一
一
年
の
改
正
で
、
一
項
の
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
と
し
て
「
住
民
の
一
部
」
に
「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的

集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出
自
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
が
追
加
さ
れ
、
一
項
と
二
項
の
攻
撃
対
象
が
統
一
さ
れ
た
。
現
行
一
三
〇

条
一
項
と
二
項
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出
自
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
は
、

そ
の
集
団
が
ド
イ
ツ
に
住
む
か
否
か
を
問
わ
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
住
民
の
一
部
」
は
ド
イ
ツ
に
住
む
住
民
の
一
部
を
意
味
す
る

（
30
）

。

3　

発
生
件
数
及
び
量
刑
の
現
状

刑
法
一
三
〇
条
に
よ
る
摘
発
件
数
は
少
な
く
、
有
罪
に
な
る
率
も
低
い

（
31
）

。
一
九
九
五
年
ま
で
は
警
察
の
犯
罪
統
計
も
と
ら
れ
て
い
な

（
一
三
四
四
）
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ツ
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四
〇
三

か
っ
た
。
二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
ノ
モ
ス
社
の
刑
法
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル

（
32
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
【
表
1
】
は
、
一
九
九
六
年
か
ら

二
〇
一
〇
年
ま
で
の
①
事
件
数
、
②
被
疑
者
数
、
③
検
挙
率
（
①
か

ら
③
は
ド
イ
ツ
全
体
に
つ
い
て
の
警
察
統
計
の
数
字
）、
④
刑
法
一
三
〇

条
と
少
年
法
に
よ
る
有
罪
確
定
者
数
（
旧
西
ド
イ
ツ
地
域
の
有
罪
確
定

者
数
統
計
の
数
字
）
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
数
よ
り
も
被

疑
者
数
が
少
な
い
の
は
、
同
一
の
者
が
複
数
の
事
件
に
か
か
わ
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
民
衆
扇
動
罪
が
制
定
さ
れ
た
後
、
主
と
し
て
反

ユ
ダ
ヤ
的
表
現
が
摘
発
さ
れ
て
お
り
、
一
時
期
は
左
翼
的
扇
動
が
問

題
化
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
再
び
ネ
オ
ナ
チ
に
よ
る
表
現
が
も
っ

ぱ
ら
摘
発
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
多
く
は
若
い
ド
イ
ツ
人
男

性
で
あ
っ
た
と
い
う
。

ま
た
、【
表
2－

1
】
か
ら
【
表
2－

4
】
は
、
二
〇
一
五
年
に

ベ
ッ
ク
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
刑
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

（
33
）

に
掲
載
さ
れ
た
、

二
〇
一
二
年
に
刑
法
一
三
〇
条
に
よ
り
有
罪
の
言
い
渡
し
を
受
け
た

者
の
量
刑
に
つ
い
て
の
統
計
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
民
衆
扇
動

罪
に
は
、
罰
金
刑
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
自
由
刑
が
科
さ
れ
た

【表 1】　発生件数や検挙率など

事件数 被疑者数 検挙率 130条で有罪となった者 少年法で有罪
となった者

% 1 項 2 項 3 項 4 項

1996 1548 1095 54.60 197 16 12 79

2000 3294 3244 67.80 186 32 7 87

2001 4365 3773 61.90 329 85 44 181

2002 3022 2647 70.20 330 94 17 184

2003 2202 2142 67.90 297 49 18 122

2004 2649 2391 68.90 246 47 24 116

2005 2812 2363 69.80 226 46 33 85

2006 3096 2527 71.30 220 34 26 3 59

2007 3168 2881 71.40 318 62 53 5 126

2008 3354 2809 65.60 188 57 41 5 106

2009 2430 2685 65.60 369 88 55 3 80

2010 2886 1931 66.50 184 66 60 7 53

（
一
三
四
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
〇
四

件
数
は
少
な
く
、
一
項
と
二
項
に
限
れ
ば
高
い
割
合
で
執
行
猶
予
が
つ
い
て
い
る
。

一
三
〇
条
一
項
の
法
定
刑
は
三
月
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
で
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
刑
法
四
七
条
二
項
に
よ
り
罰
金
刑
が
科
さ
れ

る
。
刑
法
四
七
条
に
よ
れ
ば
、
六
月
未
満
の
自
由
刑
は
、
特
別
な
事
情
が
あ
り
必
要
な
場
合
の
み
科
さ
れ
る
（
一
項
）。
さ
ら
に
、
罰
金

刑
が
法
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
六
月
又
は
そ
れ
を
超
え
る
自
由
刑
を
科
さ
ず
、
一
項
に
も
該
当
し
な
い
場
合
、
裁
判
所
は
罰
金
刑
を
言

い
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
二
項
）。
罰
金
刑
は
、
日
数
罰
金
制
で
あ
る

（
34
）

。
二
〇
一
二
年
、
一
三
〇
条
一
項
に
よ
り
有
罪
を
言
い
渡
さ

れ
た
者
の
う
ち
六
二
・
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
五
八
件
）
が
罰
金
刑
、
三
七
・
七
二
パ
ー
セ
ン
ト
（
三
八
件
）
が
自
由
刑
で
あ
っ
た
（
執
行
猶
予

の
割
合
は
【
表
2－

1
】
参
照
）。
二
項
の
法
定
刑
は
、
三
年
ま
で
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
で
あ
る
。
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
う

ち
九
三
・
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
八
件
）
が
罰
金
刑
、
六
・
六
六
パ
ー
セ
ン
ト
（
二
件
）
が
自
由
刑
で
、
い
ず
れ
も
執
行
猶
予
付
き
で
あ
っ
た

（【
表
2－

2
】）。
三
項
の
法
定
刑
は
、
五
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
で
あ
る
。
有
罪
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
の
う
ち
八
四
・
〇
九

パ
ー
セ
ン
ト
（
三
七
件
）
が
罰
金
刑
、
一
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
七
件
）
が
自
由
刑
で
あ
っ
た
（
執
行
猶
予
の
割
合
は
【
表
2－

3
】
参
照
）。

四
項
の
法
定
刑
は
、
三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
刑
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
有
罪
を
言
い
渡
さ
れ
た
者
は
す
べ
て
罰
金
刑
で
あ
っ
た

（
二
二
件
）。
詳
し
く
は
、【
表
2－

1
】
か
ら
【
表
2－
4
】
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ド
イ
ツ
で
は
、
二
〇
一
五
年
に
シ
リ
ア
難
民
を
は
じ
め
大
量
の
難
民
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
か
ら
、
排
外
主
義
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
て

お
り
、
右
翼
政
治
家
に
よ
る
民
衆
扇
動
的
な
発
言
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
書
き
込
み
が
あ
ら
た
め
て
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

二
〇
一
六
年
五
月
三
日
に
は
、
反
イ
ス
ラ
ム
運
動
組
織
、
通
称
ペ
ギ
ー
ダ
（
正
式
に
は
、「
西
洋
の
イ
ス
ラ
ム
化
に
反
対
す
る
愛
国
的
欧
州
人
」）

の
設
立
者
で
元
代
表
の
ル
ッ
ツ
・
バ
ッ
ハ
マ
ン
に
対
し
、
ド
レ
ス
デ
ン
区
裁
判
所
が
民
衆
扇
動
罪
で
有
罪
判
決
を
下
し
た
（
九
六
〇
〇

ユ
ー
ロ
の
罰
金
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い

（
35
））。

バ
ッ
ハ
マ
ン
は
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
難
民
を
誹
謗
し
、
憎
悪
を
駆
り
立
て

（
一
三
四
六
）
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〇
五

【表 2－ 1】130条 1 項の量刑
日数

罰金 5 ～15 16～30 31～90 91～180 180超

62.28％＝58判決 2.08％＝ 2 35.42％＝34 22.91％＝22

月数 年数

自由刑 6 まで 6 6 ～ 9 9 ～12 1 ～ 2 2 ～ 3 3 ～ 5 5 ～10

37.72％＝38 9.375％＝ 9
そ の う ち
執 行 猶 予
8 （ ＝
88.9％）

4.08％＝ 4
そ の う ち
執 行 猶 予
4 （ ＝
100％）

12.5％＝12
そ の う ち
執 行 猶 予
10（ ＝
83.33％）

7.29％＝ 7
そ の う ち
執 行 猶 予
6 （ ＝
85.71％）

6.25％＝ 6
そ の う ち
執 行 猶 予
6 （ ＝
100％）

【表 2－ 2】130条 2 項の量刑
日数

罰金 5 ～15 16～30 31～90 91～180 180超

93.33％＝28判決 10％＝ 3 70％＝21 13.33％＝ 4

月数 年数

自由刑 6 まで 6 6 ～ 9 9 ～12 1 ～ 2 2 ～ 3 3 ～ 5

6.66% ＝ 2 3.33%＝ 1
そ の う ち
執 行 猶 予
1 （ ＝
100%)

3.33% ＝ 1
そ の う ち
執 行 猶 予
1 （ ＝
100%)

【表 2－ 3】130条 3 項の量刑
日数

罰金 5～15 16～30 31～90 91～180 180超

84.09％＝37判決 2.27％＝ 1 22.7％＝10 40.9％＝18 18.18％＝8

月数 年数

自由刑 6 まで 6 6 ～ 9 9 ～12 1 ～ 2 2 ～ 3 3 ～ 5

15.9％＝ 7 9.09％＝ 4
そ の う ち
執 行 猶 予
2 （ ＝
50％）

2.27％＝ 1
そ の う ち
執 行 猶 予
1 （ ＝
100％）

2.27％＝ 1
そ の う ち
執 行 猶 予
0 （ ＝
0 ％）

【表 2－ 4】130条 4 項の量刑
日数

罰金 5 ～15 16～30 31～90 91～180 180超

100% ＝22判決 68.19% ＝15 31.82% ＝ 7

月数 年数

自由刑 6 まで 6 6 ～ 9 9 ～12 1 ～ 2 2 ～ 3 3 ～ 5

0
（
一
三
四
七
）



日
本
法
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八
十
二
巻
第
三
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（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
〇
六

る
コ
メ
ン
ト
を
書
き
込
ん
だ
と
さ
れ
る
。
こ
の
事
件
で
検
察
は
、
七
か
月
の
自
由
刑
を
求
刑
し
た
が
、
区
裁
判
所
は
罰
金
刑
を
選
択
し
た
。

こ
の
他
、
ペ
ギ
ー
ダ
の
女
性
活
動
家
も
、
二
〇
一
六
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
あ
る
集
会
に
お
け
る
発
言
に
つ
い
て
、
民
衆
扇
動
罪
で
告
発

さ
れ
た
が
、
二
〇
一
六
年
五
月
末
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
検
事
局
は
捜
査
の
結
果
、
当
該
発
言
は
民
衆
扇
動
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
と
し

て
捜
査
を
中
止
し
た
と
発
表
し
た

（
36
）

。

本
稿
が
民
衆
扇
動
罪
を
取
り
上
げ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
解
説
の
付
い
て
い
な
い
『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
計
画
は
、
当
初
、

二
〇
一
六
年
夏
と
予
告
さ
れ
て
い
た
が
、
九
月
末
の
時
点
で
も
出
版
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
解
説
の
付
い
て
い
な
い
『
わ
が

闘
争
』
の
再
出
版
は
、
民
衆
扇
動
罪
で
罰
せ
ら
れ
る
の
か
、
今
後
の
行
方
を
注
視
し
た
い
。

三　

民
衆
扇
動
罪
の
表
現
規
制
と
し
て
の
特
徴

1　

保
護
法
益

す
で
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
刑
法
一
三
〇
条
一
項
は
、
住
民
の
一
部
、
国
籍
・
人
種
・
宗
教
な
ど
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
、
又
は

そ
の
構
成
員
で
あ
る
個
人
に
対
し
て
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
」、
①
憎
悪
を
か
き
立
て
る
こ
と
、
暴
力
的
措
置
の
扇

動
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
の
扇
動
、
又
は
、
②
そ
れ
ら
の
者
を
誹
謗
中
傷
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
こ

と
を
禁
止
す
る
。
二
項
は
、
一
項
で
禁
止
さ
れ
た
内
容
の
文
書
を
頒
布
、
掲
示
、
放
送
な
ど
す
る
こ
と
、
又
は
そ
の
た
め
に
当
該
文
書
を

作
成
・
調
達
な
ど
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
。

こ
れ
ら
の
規
定
の
保
護
法
益
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
公
共
の
平
穏
で
あ
る

（
37
）

。
一
三
〇
条
が
「
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
罪
」
の
章
に
含
ま

（
一
三
四
八
）
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七

れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
る
。
一
項
は
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
」
に
よ
る
こ
と
を
構
成
要

件
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
二
項
に
こ
の
文
言
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
項
も
一
項
と
同
様
に
、
公
共
の
平
穏
を
主
た
る
保
護
法
益

と
し
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
公
共
の
平
穏
と
は
、「
公
共
の
法
的
安
定
性
及
び
市
民
の
平
穏
な
共
同
生
活
の
状
態
、
並
び

に
静
か
で
平
穏
に
生
活
し
て
い
る
と
い
う
住
民
の
意
識
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
38
）

。
な
お
、
学
説
に
は
、
公
共
の
平
穏
よ
り
も
、
人

間
の
尊
厳
を
刑
法
一
三
〇
条
一
項
と
二
項
の
保
護
法
益
と
み
る
立
場
も
あ
る
が
、
主
た
る
保
護
法
益
は
公
共
の
平
穏
で
あ
る
と
す
る
の
が

通
説
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
通
説
も
、
公
共
の
平
穏
と
と
も
に
、
人
間
の
尊
厳
が
保
護
法
益
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

な
お
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
三
〇
条
四
項
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定

（
39
）

に
お
い
て
、
同
項
の
保
護
法
益
た
る

「
公
共
の
平
穏
」
に
つ
い
て
、
意
見
表
明
の
自
由
の
侵
害
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
限
定
解
釈
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。
同
決
定
に
よ
れ

ば
、
公
共
の
平
穏
の
保
護
は
、
主
観
的
な
不
安
か
ら
の
市
民
の
保
護
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、「
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
法

益
を
脅
か
す
行
為
を
誘
発
す
る
発
言
、
す
な
わ
ち
攻
撃
や
法
律
違
反
へ
と
移
行
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
か
ら
の
保
護
」
を
意
味
す
る
。
一
項

で
は
「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
」
と
規
定
さ
れ
、
四
項
で
は
「
公
然
と
又
は
集
会
に
お
い
て
、
国
家
社
会
主
義
の
暴
力

的
支
配
及
び
恣
意
的
支
配
を
是
認
し
、
賛
美
し
又
は
正
当
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
犠
牲
者
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
態
様
で
公
共
の
平
穏

を
乱
す
者
」
を
罰
し
て
い
る
と
い
う
文
言
上
の
違
い
が
あ
る
が
、
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
が
求
め
た
「
公
共
の
平
穏
」
の
限
定
解
釈
は
、
同

じ
保
護
法
益
の
た
め
の
表
現
規
制
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る

（
40
）

。

刑
法
一
三
〇
条
は
、
一
九
六
〇
年
に
誕
生
し
た
と
き
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
、
他
人
の
人
間
の
尊
厳
を
」、
住
民

の
一
部
に
対
す
る
憎
悪
を
か
き
立
て
（
一
号
）、
暴
力
的
措
置
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
を
誘
発
し
（
二
号
）、
又
は
、
住
民
の
一
部
を
罵
倒

し
、
悪
意
で
軽
蔑
し
、
若
し
く
は
中
傷
す
る
こ
と
（
三
号
）
に
よ
っ
て
攻
撃
し
た
者
を
罰
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
四
年
の
改
正

（
一
三
四
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
〇
八

に
よ
り
、
文
言
が
一
部
改
正
さ
れ
、
禁
止
行
為
に
つ
い
て
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
」、
住
民
の
一
部
に
対
し
て
、
憎

悪
を
か
き
立
て
た
り
、
暴
力
的
措
置
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
を
誘
発
す
る
こ
と
（
一
号
）、
又
は
、
そ
れ
ら
の
者
を
誹
謗
中
傷
す
る
こ
と

に
よ
り
、
他
人
の
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
こ
と
（
二
号
）
が
禁
止
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、「
他
人
の
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
攻

撃
」
と
い
う
構
成
要
件
は
、
一
三
〇
条
柱
書
か
ら
削
除
さ
れ
、
一
三
〇
条
一
項
二
号
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
、

一
三
〇
条
一
項
一
号
に
つ
い
て
は
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
攻
撃
と
ま
で
は
い
え
な
い
行
為
も
、
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様

で
あ
れ
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
指
摘
も
あ
る
が
、
人
間
の
尊
厳
の
攻
撃
と
い
え
る
か
否
か
限
界
事
例
に
お
い
て
判
断
が
し

や
す
く
な
る
と
い
う
面
が
あ
る
と
し
て
も
、
改
正
前
と
異
な
る
行
為
態
様
を
罰
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

（
41
）

。

2　

攻
撃
対
象

民
衆
扇
動
罪
が
一
九
六
〇
年
に
一
三
〇
条
と
し
て
新
設
さ
れ
た
時
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
に
つ
い
て
「
住
民
の
一
部
」
と
規

定
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
一
年
改
正

（
42
）

に
よ
り
、「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出
自
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
る
集
団
」
と
そ
の
よ
う
な
集
団
に
属
す
る
「
個
人
」
が
追
加
さ
れ
た
。「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出
自

に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
と
い
う
概
念
は
、
ド
イ
ツ
が
「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
」
を
批
准
す
る
た
め
に
制
定
し

た
「
国
際
刑
法
典
」
の
六
条
に
定
め
ら
れ
た
民
族
謀
殺
（
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ト
）
に
関
す
る
規
定

（
43
）

に
依
拠
し
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
改
正
に
つ

い
て
の
議
会
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
の
改
正
は
、「
国
際
標
準
を
明
確
に
国
内
法
化
す
る
た
め
に
も
、
一
三
〇
条
一
項
と
二
項
で
統
一
的
な

文
言
を
用
い
る
こ
と
を
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
無
用
の
混
乱
や
誤
っ
た
逆
の
推
論
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た

（
44
）

」。
と
い
う
の

も
、
文
書
に
よ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
禁
止
す
る
一
三
〇
条
二
項
は
、
一
九
九
四
年
に
新
設
さ
れ
た
時
か
ら
、「
住
民
の
一
部
」
と
並
ん

（
一
三
五
〇
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
〇
九

で
「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
そ
の
民
族
性
（durch ihr V
olkstum

）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
を
保
護
対
象

と
し
て
お
り
、「
住
民
の
一
部
」
と
の
み
規
定
し
て
い
る
一
項
と
規
定
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
一
年
改
正
で
、
一
項
と
二
項

の
保
護
対
象
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
文
言
上
も
明
確
に
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
議
会
資
料
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
一
年
改
正
で
採
用

さ
れ
た
「
民
族
的
出
自
（durch ihre ethnische H

erkunft

）
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
と
い
う
文
言
は
、
意
味
に
お
い
て
は
旧
二
項

の
「
民
族
性
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
と
同
じ
で
あ
る
。

一
九
六
〇
年
の
民
衆
扇
動
罪
は
「
住
民
の
一
部
」
と
い
う
文
言
を
採
用
し
た
が
、
一
九
五
〇
年
代
の
法
案
審
議
の
段
階
で
は
、
保
護
対

象
を
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
又
は
そ
の
民
族
性
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
と
す
る
案
も
検
討
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
人
種
」

と
い
う
文
言
を
用
い
る
こ
と
で
、
保
護
対
象
が
ユ
ダ
ヤ
人
に
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
特
定
の
集
団
の
み
に
特
別
の
保
護
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
逆
差
別
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
と
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
議
員
が
批
判
し
た
こ
と
か
ら
、
当
時

は
「
住
民
の
一
部
」
と
い
う
文
言
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
た

（
45
）

。
た
だ
し
、
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
又
は
そ
の
民

族
性
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
と
い
う
表
現
を
採
用
す
れ
ば
、
ユ
ダ
ヤ
人
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
グ
ル
ー
プ
も
含

ま
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
の
批
判
は
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
46
）

。
こ
れ
ま
で
の
判
例
で
「
住
民
の
一
部
」
と
し
て

認
定
さ
れ
た
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
と
し
て
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
他
、「
ニ
ガ
ー
」、
有
色
人
種
、
特
定
国
出
身
の
外
国
人
労
働
者
、

国
防
軍
兵
士
の
よ
う
な
職
業
上
の
集
団
な
ど
が
あ
る

（
47
）

。

な
お
、
二
〇
一
六
年
に
日
本
で
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
対
策
の
た
め
に
制
定
さ
れ
た
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の
解

消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
同
年
六
月
三
日
施
行
）
は
、
攻
撃
対
象
を
「
本
邦
外
出
身
者
」
に
限
定
し
た
が
、
ド
イ
ツ
の

民
衆
扇
動
罪
の
攻
撃
対
象
に
は
そ
の
よ
う
な
限
定
は
な
い
。
前
述
の
通
り
、「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
集
団
、
若
し
く
は
民
族
的
出

（
一
三
五
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
一
〇

自
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
集
団
」
は
、
そ
の
集
団
が
ド
イ
ツ
に
住
む
か
否
か
を
問
わ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
住
民
の
一
部
」
に
い
う

「
住
民
」
は
ド
イ
ツ
に
住
む
者
で
あ
る
。

3　

禁
止
さ
れ
る
行
為

一
三
〇
条
一
項
が
禁
止
す
る
の
は
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
で
」、
前
述
し
た
攻
撃
対
象
に
対
し
て
憎
悪
を
か
き
立
て

る
こ
と
、
暴
力
的
措
置
の
扇
動
若
し
く
は
恣
意
的
措
置
の
扇
動
（
一
号
）、
又
は
、
前
述
し
た
攻
撃
対
象
を
罵
倒
し
、
悪
意
を
持
っ
て
侮

辱
し
、
若
し
く
は
中
傷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
人
の
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
こ
と
（
二
号
）
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
項
は
、
公
共
の
平
穏
そ
れ
自
体
を
保
護
法
益
と
し
て
明
文
化
す
る
の
で
は
な
く
、「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態

様
」
と
い
う
文
言
を
用
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
刑
法
は
、
一
三
〇
条
以
外
で
も
、
一
二
六
条
、
一
四
〇
条
二
号
、
一
六
六
条
で
も
同
様
の
概

念
を
用
い
て
い
る
。「
公
共
の
平
穏
を
乱
す
の
に
適
し
た
態
様
」
と
は
、
一
項
に
規
定
さ
れ
て
い
る
各
行
為
に
よ
っ
て
、
実
際
に
平
穏
が

乱
さ
れ
る
必
要
は
な
く
、
平
穏
を
乱
す
「
具
体
的
な
適
性
」
が
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
公
共
の
平
穏
を
乱
す
適
性
が
認
め

ら
れ
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
発
言
に
よ
り
公
共
の
法
的
安
定
性
へ
の
信
頼
が
揺
ら
ぐ
懸
念
が
必
要
と
な
る
。
そ

の
際
、
信
頼
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
、
憎
悪
が
向
け
ら
れ
た
集
団
の
中
で
そ
れ
が
懸
念
さ
れ
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
そ
の
発
言
を
受

け
取
る
人
々
の
中
で
、
攻
撃
さ
れ
た
集
団
に
対
し
て
法
律
違
反
の
行
為
が
な
さ
れ
る
傾
向
が
惹
起
さ
れ
た
り
、
強
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

れ
ば
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

（
48
）

。

そ
の
よ
う
な
適
性
を
審
査
す
る
た
め
の
基
準
は
、
ま
ず
攻
撃
の
内
容
と
強
度
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
す
べ
て
の
関
連
性
の
あ
る
状
況
を
包

括
的
に
評
価
す
る
た
め
に
は
、
当
該
攻
撃
を
公
衆
が
、
と
り
わ
け
未
成
年
者
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
か
も
重
要
に
な
る

（
49
）

。
こ
の
他
、

（
一
三
五
二
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
一
一

攻
撃
さ
れ
た
集
団
の
大
き
さ
や
同
質
性
、
攻
撃
さ
れ
た
集
団
の
社
会
的
統
合
の
欠
如
な
ど
も
重
要
で
あ
る
の
に
対
し
、
攻
撃
さ
れ
た
集
団

が
社
会
に
統
合
さ
れ
て
い
た
り
、
発
言
が
明
ら
か
に
未
成
年
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
場
合
や
、
成
人
の
場
合
で
も
発
言
者
の
人
格
か
ら
し
て

発
言
が
ま
じ
め
に
受
け
止
め
ら
れ
な
い
と
評
価
で
き
る
場
合
な
ど
は
、
適
性
が
認
め
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る

（
50
）

。

一
項
で
禁
止
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
行
為
の
う
ち
、
暴
力
的
措
置
や
恣
意
的
措
置
の
扇
動
に
つ
い
て
の
み
説
明
し
て
お
く
と

（
51
）

、
暴
力
的
措

置
と
は
、
暴
力
犯
罪
（
刑
法
一
二
五
条
）、
自
由
の
剥
奪
、
暴
力
に
よ
る
追
放
、
迫
害
、
非
難
攻
撃
を
行
う
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
恣
意
的
措
置
と
は
、
そ
れ
以
外
の
、
差
別
的
、
か
つ
人
間
性
の
本
質
的
な
要
請
に
反
す
る
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
含
む
概
念
で
あ
る

（
52
）

。

「
措
置
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
国
家
が
関
与
し
て
い
な
い
私
人
に
よ
る
行
為
も
処
罰
の
対
象
と
な
る
。

四　

表
現
の
自
由
の
要
請

1　

憲
法
裁
判
所
と
刑
事
裁
判
所

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
は
、
連
邦
国
家
的
争
訟
、
機
関
争
訟
、
規
範
統
制
な
ど
の
権
限
と
並
ん
で
、
憲
法
異
議
に
つ
い
て
判
断
す

る
権
限
が
あ
る
。
公
権
力
に
よ
っ
て
自
己
の
基
本
権
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
救
済
を
求
め
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
を
申
し

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
適
法
な
憲
法
異
議
に
依
拠
し
て
、
申
立
人
の
主
張
や
利
益
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

公
権
力
の
行
為
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
審
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所
の
判
決
も
憲
法
異
議
の
対
象
で
あ
る
た
め
、
民
衆

扇
動
罪
に
つ
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
被
告
人
は
、
そ
の
判
決
に
よ
る
表
現
の
自
由
の
侵
害
を
理
由
に
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る

（
53
）

。

（
一
三
五
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
一
二

ド
イ
ツ
の
高
級
紙
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
」
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
民
衆
扇
動
罪
は
、
捜
査
の
た
め
の
検
察
の
人
手
不

足
に
加
え
て
、
刑
事
裁
判
所
の
裁
判
官
が
、
表
現
の
自
由
を
重
視
し
て
い
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
の
敗
訴
を
お
そ
れ
て
有
罪
判
決
を
下
す

こ
と
に
慎
重
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
集
会
で
の
発
言
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
書
き
込
み
な
ど
民
衆
扇
動
的
表
現
が
目
に
つ
く
割
に
は
、
告

発
や
有
罪
判
決
は
少
な
い
と
い
う

（
54
）

。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
刑
法
に
よ
る
表
現
規
制
の
解
釈
と
適
用
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
裁
判
で
争
わ

れ
て
い
る
具
体
的
な
言
明
の
意
味
理
解
の
段
階
で
も
、
刑
事
裁
判
所
に
表
現
の
自
由
へ
の
配
慮
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
刑
事
裁

判
所
が
民
衆
扇
動
罪
で
有
罪
と
し
た
い
く
つ
か
の
判
決
を
覆
し
た
こ
と
も
あ
る
。
以
下
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
関
連
す
る
い
く

つ
か
の
憲
法
判
例
を
手
が
か
り
に
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
表
現
の
自
由
の
過
剰
な
制
約
に
ど
の
よ
う
に
し
て
歯
止
め
を
か
け
て
い
る
か
を

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

2　
「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
事
件

ド
イ
ツ
で
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
が
、
民
衆
扇
動
罪
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
集
団
に
対
す
る
侮
辱
的
表
現
の
規
制
の
可
否
と
い
う
形

で
も
議
論
さ
れ
て
き
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
集
団
に
対
す
る
侮
辱
的
表
現
が
、
集
団
構
成
員
各
人
に
そ
の
侮
辱
的
効
果
が
波
及
す
る

場
合
（「
個
人
の
被
害
者
性
」
と
い
う
）
に
は
、
侮
辱
罪
（
刑
法
一
八
五
条
）
に
よ
る
規
制
を
認
め
て
い
る

（
55
）

。
た
だ
し
、
具
体
的
事
件
の
結
論

を
導
く
際
に
は
、
刑
法
規
定
の
解
釈
と
適
用
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
争
い
に
な
っ
て
い
る
言
明
の
意
味
理
解
に
つ
い
て
も
、
基
本
法
五

条
一
項
の
意
見
表
明
の
自
由
を
重
視
す
る
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
集
団
に
対
す
る
侮
辱
的
表
現
の
規
制
に
つ
い
て
、

集
団
を
限
定
し
て
理
解
す
る
な
ど
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
名
誉
の
保
護
よ
り
も
意
見
表
明
の
自
由
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
一
九
九
〇
年
代
半
ば
、「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
と
い
う
言
明
が
侮
辱
罪
と
な
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
激
し
い
議
論
が
展
開
さ

（
一
三
五
四
）
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れ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
一
九
九
四
年
、
部
会

（
56
）

の
決
定
に
よ
っ
て
、「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
と
い
う
ス
テ
ッ
カ
ー
を
自
己

の
所
有
す
る
車
に
貼
っ
て
い
た
者
に
対
す
る
有
罪
判
決
を
、
先
例
に
照
ら
し
て
明
ら
か
に
間
違
っ
て
い
る
と
し
て
破
棄
し
た

（
57
）

。
連
邦
憲
法

裁
判
所
は
、
世
論
の
高
い
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
決
定
は
、
兵
士
の
名
誉
と
の
関
係
で
意
見
表
明
の
自
由
を
重

視
し
す
ぎ
て
い
る
と
し
て
、
政
治
家
を
は
じ
め
世
論
の
激
し
い
批
判
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
一
九
九
五
年
、「
兵

士
は
殺
人
者
だ
」
又
は
「
兵
士
は
潜
在
的
な
殺
人
者
だ
」
と
い
う
言
明
を
め
ぐ
る
四
つ
の
事
件
を
併
合
し
、
今
度
は
第
一
法
廷
の
決
定
に

よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
趣
旨
の
丁
寧
な
理
由
づ
け
を
行
っ
て
、
す
べ
て
の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
刑
事
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た

（
58
）

。

刑
法
一
八
五
条
は
個
人
の
名
誉
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
法
五
条
二
項
は
、
明
文
で
名
誉
に
よ
る
意
見
表
明
の
自
由
の
制
約
を

認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
立
法
者
は
、
個
人
的
名
誉
の
保
護
の
た
め
に
意
見
表
明
の
自
由
を
好
き
勝
手
に
制
約
で
き
る

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。「
む
し
ろ
、
立
法
者
は
、
基
本
法
五
条
二
項
の
権
限
を
行
使
す
る
際
に
も
、
制
約
さ
れ
る
基
本
権
か
ら
目
を
離

さ
ず
、
意
見
表
明
の
自
由
に
対
す
る
過
剰
な
萎
縮
効
果
（E

inengungen

）
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
刑
法
は
、
名
誉
毀
損
に
お

け
る
正
当
な
利
益
を
保
護
す
る
た
め
の
一
九
三
条
を
設
け
る
こ
と
で
、
特
に
意
見
表
明
の
自
由
か
ら
の
影
響
に
開
か
れ
て
お
り
、
対
立
す

る
諸
法
益
に
配
慮
し
た
衡
量
を
許
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
刑
法
一
八
五
条
は
、
国
家
機
関
の
名
誉
を
保
護
す
る
規
範
で
も
あ
る
が
、
そ
れ

も
基
本
法
五
条
二
項
の
一
般
法
律
に
属
す
る
。「
刑
法
に
よ
る
保
護
は
、
と
り
わ
け
意
見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る

べ
き
世
論
の
批
判
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
が
厳
し
い
か
た
ち
の
批
判
で
あ
っ
て
も
、
国
家
機
関
を
守
る
こ
と
に
な
っ
て
は
な
ら
な

い
」。刑

法
の
解
釈
と
適
用
は
刑
事
裁
判
所
の
役
割
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
さ
れ
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
意
見
表
明
の

自
由
を
制
約
す
る
法
律
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
価
値
設
定
的
な
意
義
が
法
適
用
の
段
階
に
お
い
て
も
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
制
約

（
一
三
五
五
）
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さ
れ
る
基
本
権
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
個
人
的
名
誉
と
意
見
表
明
の
自
由
の
衡
量
を
一
般
的
・
抽
象
的
に
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
判
例
に
お
い
て
、
具
体
的
衡
量
の
た
め
の
基
準
を
提
供
す
る
一
連
の
観
点
を
発
展
さ
せ
て
き

た
。
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
言
明
、
形
式
的
侮
辱
、
誹
謗
的
批
判
の
場
合
、
意
見
表
明
の
自
由
が
退
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
専
門
裁
判
所
が
発
展
さ
せ
た
誹
謗
的
批
判
の
概
念
を
限
定
的
に
定
義
し
た
。
あ
る
裁
判
所
が
、
個
別
事
件
の
あ
ら

ゆ
る
状
況
を
考
慮
し
て
あ
る
具
体
的
衡
量
を
不
必
要
で
あ
る
と
し
た
結
果
、
あ
る
言
明
を
誤
っ
て

・

・

・

形
式
的
侮
辱
又
は
誹
謗
的
批
判
と
判
断

し
た
場
合
、
そ
の
点
に
、
判
決
を
破
棄
に
至
ら
せ
る
憲
法
上
重
大
な
間
違
い
が
あ
る
（
傍
点
は
筆
者
に
よ
る
）。
あ
る
言
明
が
、
人
間
の
尊

厳
に
対
す
る
攻
撃
、
形
式
的
侮
辱
、
誹
謗
的
批
判
に
当
た
ら
な
い
場
合
、
衡
量
は
、
関
連
す
る
法
益
に
対
す
る
侵
害
の
重
大
性
に
左
右
さ

れ
る
。
そ
の
際
、
意
見
表
明
の
自
由
が
、
私
的
な
対
立
の
枠
内
で
自
己
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
行
使
さ
れ
る
か
、
そ
れ
と
も
公
共
性
に

本
質
的
に
か
か
わ
る
問
題
と
の
関
係
で
行
使
さ
れ
る
か
が
重
要
に
な
る
。「
世
論
形
成
に
貢
献
す
る
た
め
の
論
争
的
な
言
明
の
場
合
、
連

邦
憲
法
裁
判
所
の
確
立
さ
れ
た
判
例
に
よ
れ
ば
、
言
論
の
自
由
へ
の
推
定
が
働
く
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
推
定
を
否
定
す
る
た
め
に
は
、

こ
の
推
定
ル
ー
ル
が
導
き
出
さ
れ
る
、
民
主
制
に
と
っ
て
の
意
見
表
明
の
自
由
の
構
成
的
な
意
義
を
考
慮
し
た
理
由
付
け
が
必
要
に
な

る
」。さ

ら
に
、
言
明
の
す
べ
て
の
法
的
評
価
に
と
っ
て
「
そ
の
意
味
が
正
し
く
理
解
さ
れ
た
こ
と
」
が
条
件
と
な
る
。
も
し
正
確
な
意
味
理

解
を
せ
ず
に
、
あ
る
言
明
に
有
罪
判
決
を
下
す
な
ら
、
そ
れ
は
、
正
当
な
言
明
を
抑
圧
す
る
こ
と
に
な
る
し
、
さ
ら
に
は
意
見
表
明
の
自

由
を
行
使
す
る
こ
と
一
般
に
対
し
て
悪
い
影
響
を
与
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
言
明
を
し
よ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
言
明
の
誤
っ

た
意
味
理
解
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
意
見
表
明
の
自
由
か
ら
は
、
基
本
権
制
約
的
な
法
律
の

解
釈
と
適
用
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
論
争
的
な
言
明
の
意
味
理
解
の
た
め
の
要
請
が
生
じ
る
。
裁
判
所
は
、
言
明
の
客
観
的
な
意
味
の
解

（
一
三
五
六
）
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明
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
論
争
的
な
言
明
の
意
味
を
明
ら
か
に
誤
解
し
、
法
的
評
価
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
い
る
判
決
は
、
意

見
表
明
の
自
由
の
基
本
権
に
抵
触
す
る
。
あ
る
裁
判
所
が
、
多
義
的
な
言
明
に
つ
い
て
、
前
も
っ
て
他
の
可
能
な
解
釈
を
筋
の
通
っ
た
理

由
を
も
っ
て
排
除
す
る
こ
と
な
く
、
有
罪
判
決
に
導
く
意
味
を
採
用
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
」。「
言
明
の
意
味
の
解
明
に
つ
い
て
の
基

本
法
五
条
一
項
一
文
の
要
請
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
る
事
後
審
査
に
服
す
る
」。
あ
る
言
明
に
対
す
る
有
罪
判
決
の
よ
う
な
重
大
な

基
本
権
侵
害
の
場
合
、
と
り
わ
け
こ
の
要
請
に
適
っ
て
い
る
か
否
か
が
問
わ
れ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
言
明
の
意
味
理
解
に
つ
い
て
の

こ
う
し
た
立
場
に
対
し
て
は
、「
専
門
裁
判
所
の
事
実
認
定
権
限
を
侵
害
し
て
い
る
」
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
関
係

で
こ
の
論
点
に
立
ち
入
ら
な
い

（
59
）

。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
結
論
に
お
い
て
、
四
つ
の
具
体
的
事
案
に
お
け
る
「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
又
は
「
兵
士
は
潜
在
的
な
殺
人
者

だ
」
と
い
う
言
明
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
は
お
よ
そ
兵
士
一
般
を
指
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
連
邦
軍
兵
士
の
み
を
指
し
て
い

る
と
解
釈
す
る
た
め
に
は
そ
の
た
め
の
理
由
付
け
が
必
要
に
な
る
が
、
原
手
続
に
お
い
て
は
そ
れ
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。

3　

二
〇
〇
九
年
の
二
つ
の
部
会
決
定

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
民
衆
扇
動
罪
に
つ
い
て
も
、
こ
の
決
定
で
明
ら
か
に
し
た
考
え
方
に
依
拠
し
て
、
具
体
的
事
案
に
お
け
る
有
罪

判
決
の
合
憲
性
を
判
断
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
六
日
、
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
60
）

は
、
バ
イ
エ
ル
ン
上
級
裁
判
所
に

よ
っ
て
民
衆
扇
動
罪
で
有
罪
判
決
を
受
け
た
新
聞
記
者
の
憲
法
異
議
に
理
由
が
あ
る
と
し
て
同
判
決
を
破
棄
し
、
事
件
を
同
裁
判
所
に
差

し
戻
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
市
が
公
募
し
た
文
化
、
法
務
、
環
境
の
専
門
担
当
者
の
人
選
に
つ
い
て
、
同
市
で
発

行
さ
れ
て
い
る
週
刊
新
聞
の
一
面
に
「
専
門
担
当
者
の
選
考
、
い
よ
い
よ
最
終
局
面
に
」
と
い
う
見
出
し
に
続
い
て
、「
文
化
部
門
は
ユ

（
一
三
五
七
）
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ダ
ヤ
人
男
性
（E

in Jude

）
？
、
法
務
部
門
は
…
、
環
境
部
門
は
…
」
と
、
選
出
さ
れ
る
者
を
予
測
す
る
見
出
し
が
掲
載
さ
れ
た
。
第
二

面
に
は
、
二
百
人
を
超
え
る
応
募
者
の
中
か
ら
七
人
の
候
補
者
に
絞
ら
れ
た
こ
と
を
詳
し
く
報
道
す
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
検
察
は
、

上
記
の
見
出
し
に
あ
っ
た
「
文
化
部
門
は
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
？
」
と
い
う
表
記
に
つ
い
て
、
刑
法
一
三
〇
条
一
項
違
反
だ
と
し
て
こ
の
記
事

を
書
い
た
記
者
を
起
訴
し
た
。
区
裁
判
所
は
こ
の
記
者
を
無
罪
と
し
た
が
、
地
方
裁
判
所
で
は
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
（
六
〇
日
の
罰
金
）、

上
級
地
裁
も
こ
れ
を
支
持
し
た
。
見
出
し
で
用
い
ら
れ
た
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
文
言
は
、
ナ
チ
ス
用
語
で
あ
り
、
た
と
え
二
面
の
記
事

で
そ
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
面
の
見
出
し
に
こ
の
文
言
を
用
い
る
こ
と
は
、
刑
法
一
三
〇
条
一
項
に
違
反
す

る
と
さ
れ
た
。
記
者
は
、
見
出
し
を
記
事
か
ら
切
り
離
し
て
下
さ
れ
た
有
罪
判
決
に
よ
る
意
見
表
明
の
自
由
の
侵
害
を
主
張
し
た
。

こ
の
事
件
に
対
す
る
第
一
法
廷
第
一
部
会
の
決
定
は
、
一
九
九
五
年
の
「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
決
定
で
示
さ
れ
た
意
見
表
明
の
自
由
の

要
請
が
、
民
衆
扇
動
罪
に
も
同
様
に
妥
当
す
る
と
し
た
う
え
で
、
こ
の
事
件
の
場
合
、
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
刑
法
一
三
〇
条
一
項
の
規
範

解
釈
に
も
憲
法
上
の
疑
念
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
言
明
の
意
味
理
解
も
意
見
表
明
の
自
由
の
要
請
を
み
た
し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
た
。

第
一
部
会
決
定
に
よ
れ
ば
、「
文
化
部
門
は
ユ
ダ
ヤ
人
男
性
？
」
と
い
う
言
明
は
、
候
補
者
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
よ
う
と

し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
し
、
そ
の
候
補
者
だ
け
で
な
く
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
文
化
部
門
の
専
門
担
当
者
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い

と
い
う
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
た
と
理
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
有
罪
判
決
は
、
な
ぜ
後
者
の
理
解
に
依
拠
す
る
の
か
に

つ
い
て
筋
の
通
っ
た
理
由
づ
け
を
し
て
い
な
か
っ
た
。「
ユ
ダ
ヤ
人
（Jude

）」
と
い
う
文
言
自
体
に
は
、
中
傷
的
な
意
味
は
な
い
。
た
だ

し
そ
れ
が
ナ
チ
ス
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
場
合
は
別
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
今
日
で
も
、
こ
の
文
言
を
用
い
る
際
に

は
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
刑
法
上
の
判
断
の
枠
内
で
こ
の
文
言
の
意
味
を
理
解
す
る
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
意
味
理

解
に
際
し
て
は
、
個
別
事
例
の
事
情
、
と
り
わ
け
文
脈
が
重
要
に
な
る
。
問
題
と
さ
れ
た
見
出
し
の
場
合
、
第
二
面
の
記
事
と
と
も
に
、

（
一
三
五
八
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
一
七

文
化
部
門
の
専
門
担
当
者
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
り
、
ユ
ダ
ヤ
文
化
と
の
結
び
つ
き
が
あ
る
こ
と
を
報
道
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

記
者
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
と
い
う
文
言
を
見
出
し
で
用
い
る
際
、
前
述
し
た
よ
う
な
注
意
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
事
後
的
に
そ
れ
を
自
ら

認
め
、
謝
罪
し
て
い
る
。
第
一
部
会
は
、
問
題
と
さ
れ
た
見
出
し
の
第
一
面
へ
の
掲
載
は
、
配
慮
の
足
り
な
い
、
無
責
任
な
行
為
で
あ
っ

た
と
は
い
え
、
そ
れ
は
憲
法
的
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
有
罪
と
す
る
ほ
ど
の
も
の
と
は
い
え
な
い
と
結
論
付
け
た
。

な
お
、
二
〇
〇
九
年
九
月
二
四
日
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
法
廷
第
三
部
会
も
民
衆
扇
動
罪
に
関
連
す
る
憲
法
異
議
に
つ
い
て
決
定
を

下
し
て
い
る

（
61
）

。
こ
の
事
件
で
は
、
同
月
二
七
日
の
連
邦
議
会
選
挙
を
前
に
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
境
に
近
い
、
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ

ン
メ
ル
ン
州
の
あ
る
郡
の
当
局
が
、
当
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｄ
の
選
挙
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
を
禁
止
し
た
こ
と
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
こ
の
ポ
ス

タ
ー
に
は
、「
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
侵
入
を
止
め
ろ
！
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
と
も
に
、
三
羽
の
カ
ラ
ス
が
描
か
れ
、
そ
の
う
ち
一
羽
が

ユ
ー
ロ
紙
幣
を
く
ち
ば
し
で
つ
つ
い
て
い
た
。
Ｎ
Ｐ
Ｄ
は
行
政
裁
判
所
で
こ
の
掲
示
禁
止
を
争
っ
た
が
、
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
に
よ
っ

て
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
ド
イ
ツ
に
住
む
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
を
中
傷
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
尊
厳
を
攻
撃
す
る
も
の
で
刑
法
一
三
〇
条
一

項
に
違
反
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
掲
示
禁
止
が
維
持
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｄ
は
、
こ
の
決
定
に
よ
る
連
邦
議
会
選
挙
に
お
け
る
意
見

表
明
の
自
由
の
侵
害
を
主
張
し
て
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
た
（
基
本
法
五
条
一
項
と
の
結
び
つ
き
に
お
け
る
二
一
条
の
侵
害
）。
第
二
法
廷
第
三

部
会
は
、
投
票
日
の
直
前
に
下
し
た
決
定
に
よ
り
、
上
級
行
政
裁
判
所
決
定
が
意
見
表
明
の
自
由
の
要
請
を
み
た
し
て
い
る
と
し
て

Ｎ
Ｐ
Ｄ
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。

4　

ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定

刑
法
一
三
〇
条
に
よ
る
表
現
規
制
と
憲
法
が
保
障
す
る
意
見
表
明
の
自
由
の
関
係
を
検
討
す
る
上
で
重
要
な
も
う
一
つ
の
憲
法
判
例
が
、

（
一
三
五
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
一
八

二
〇
〇
九
年
の
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定

（
62
）

で
あ
る
。
こ
の
事
件
で
は
、
憲
法
異
議
の
申
立
て
に
基
づ
き
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
に
よ
る
ナ
チ
ス

支
配
の
是
認
や
賛
美
の
禁
止
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
一
三
〇
条
一
項
と
二
項
に
よ
る
表
現
規
制
の
合
憲
性
そ
の
も
の
が
審
査
の
対
象
で

は
な
か
っ
た
も
の
の
、
一
項
と
二
項
に
よ
る
表
現
規
制
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
も
、
こ
の
決
定
は
参
考
に
な
る
。

こ
の
事
件
で
は
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
と
結
び
つ
い
た
集
会
法
一
五
条
一
項
に
基
づ
く
集
会
禁
止
の
合
憲
性
が
争
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ル
ン

ベ
ル
ク
裁
判
で
終
身
刑
と
な
り
、
一
九
八
七
年
八
月
一
七
日
に
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
刑
務
所
で
死
亡
し
た
ナ
チ
ス
副
総
統
ル
ド
ル
フ
・
ヘ
ス
の

墓
が
あ
っ
た
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
で
は
、
一
九
八
八
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
毎
年
、
命
日
に
ネ
オ
ナ
チ
が
ヘ
ス
追
悼
集
会
を
開
い
て
い
た
。

当
局
は
、
一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
は
追
悼
集
会
を
禁
止
し
た
が
、
二
〇
〇
一
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
決
定

（
63
）

に
よ
り
、
追
悼
集

会
を
開
催
す
る
こ
と
が
再
び
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
前
述
の
と
お
り
、
二
〇
〇
五
年
、
刑
法
改
正
に
よ
り
ナ
チ
ス
支
配
の
是
認
や
賛
美

を
禁
止
す
る
刑
法
一
三
〇
条
四
項
が
新
設
さ
れ
、
当
局
は
集
会
を
禁
止
す
る
法
的
根
拠
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
弁
護
士
で
ネ
オ
ナ
チ
だ
っ
た
ユ
ル
ゲ
ン
・
リ
ー
ガ
ー
（
二
〇
〇
六
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｄ
に
入
党
）
は
、
二
〇
〇
五
年
八
月

二
〇
日
、
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
に
て
屋
外
で
追
悼
集
会
を
開
く
た
め
当
局
に
集
会
開
催
を
届
け
出
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
月
二
九
日
付
の
通
知
に

よ
り
、
当
局
は
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
と
結
び
つ
い
た
集
会
法
一
五
条
一
項
に
基
づ
い
て
、
屋
外
・
屋
内
を
問
わ
ず
追
悼
集
会
の
開
催
を

禁
止
し
た
。
リ
ー
ガ
ー
は
、
行
政
裁
判
を
通
じ
て
こ
の
禁
止
を
争
っ
た
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決

（
64
）

も
当
局
の
判
断
を
支
持
し
た
た
め
、

こ
の
判
決
に
よ
る
集
会
の
自
由
や
意
見
表
明
の
自
由
の
侵
害
を
主
張
し
て
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
憲
法
異
議
を
申
し
立
て
た
。
争
点
は
、
刑

法
一
三
〇
条
四
項
の
合
憲
性
と
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
同
項
の
解
釈
と
適
用
の
合
憲
性
だ
っ
た
。
な
お
、
ヘ
ス
の
墓
は
二
〇
一
一
年
七
月

に
遺
族
な
ど
の
判
断
に
よ
り
墓
地
か
ら
撤
去
さ
れ
た
。

連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
は
、
二
〇
〇
九
年
一
一
月
四
日
の
決
定

（
65
）

に
よ
っ
て
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
の
合
憲
性
を
認
め
る
と
と
も

（
一
三
六
〇
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
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四
一
九

に
、
こ
の
事
件
に
お
け
る
集
会
禁
止
と
い
う
当
局
の
判
断
を
支
持
し
た
。

こ
の
決
定
は
、
意
見
表
明
の
自
由
に
関
す
る
近
年
の
憲
法
判
例
の
中
で
も
「
基
本
法
五
条
二
項
に
関
し
て
新
た
な
判
断
を
示
し
て
い
る

点
で
、
特
に
重
要
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る

（
66
）

。
な
お
、
憲
法
異
議
で
は
集
会
の
自
由
の
侵
害
も
主
張
さ
れ
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

は
、
こ
れ
ま
で
も
意
見
内
容
に
基
づ
く
集
会
規
制
に
つ
い
て
は
意
見
表
明
の
自
由
に
照
ら
し
て
合
憲
性
を
審
査
し
て
き
た
。

基
本
法
五
条
は
、
一
項
で
意
見
表
明
の
自
由
を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
二
項
に
お
い
て
一
般
法
律
に
よ
る
制
約
を
認
め
て
い
る
。
一
般

法
律
に
つ
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
リ
ユ
ー
ト
判
決
に
お
い
て
、「
あ
る
法
律
が
一
般
的
で
あ
る
の
は
、
①
そ
れ
が
意
見
そ
れ
自
体

を
禁
止
し
、
意
見
表
明
そ
れ
自
体
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
②
特
定
の
意
見
を
顧
慮
せ
ず
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
法
益
の
保

護
、
③
つ
ま
り
は
意
見
表
明
の
自
由
の
行
使
に
対
し
て
優
位
を
持
つ
共
同
体
の
価
値
の
保
護
に
資
す
る
法
律
で
あ
る
」
と
判
示
し
た

（
67
）

。

刑
法
一
三
〇
条
四
項
の
新
設
に
あ
た
っ
て
は
、
ナ
チ
ス
支
配
の
是
認
や
賛
美
の
禁
止
の
一
般
法
律
該
当
性
を
疑
問
視
す
る
学
説
も
あ
っ

た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
に
お
い
て
、
一
般
法
律
該
当
性
を
判
断
す
る
上
で
は
「
意
見
中
立
性
」
が
重
要
で
あ
る

と
し
、
そ
れ
は
全
体
的
考
察
か
ら
判
断
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
。
こ
の
決
定
に
よ
れ
ば
、「
こ
こ
で
は
と
り
わ
け
、
あ
る
規
範

が
、
抽
象
的
に
内
容
関
連
的
な
、
様
々
な
行
為
に
対
し
て
開
か
れ
た
基
準
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
と
も
、
具
体
的
に
観
点
関
連
的

な
、
と
り
わ
け
例
え
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
関
連
的
な
区
別
に
基
づ
い
て
い
る
か
と
い
う
点
が
焦
点
と
な
る
。
特
別
法
に
あ
た
る
た
め
の
手
が

か
り
は
、
例
え
ば
、
あ
る
規
範
が
、
現
下
の
公
的
な
意
見
対
立
の
具
体
的
な
衝
突
に
対
す
る
回
答
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
場
合
で
あ
り
、

あ
る
い
は
、
個
々
の
、
目
下
の
集
団
の
内
容
上
の
立
場
に
結
び
付
い
て
、
当
該
規
範
が
、
本
質
的
に
、
そ
れ
ら
の
立
場
に
対
し
て
の
み
適

用
さ
れ
う
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
…
あ
る
規
範
が
、
明
ら
か
に
特
定
の
政
治
的
、
宗
教
的
又
は
世
界
観
的
見
解
の
支
持
者
に
の
み
妥
当

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
公
的
意
見
の
対
立
に
影
響
を
与
る
よ
う
に
目
的
設
定
さ
れ
て
い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
そ
の
こ
と
は
、
特
別
法
と
な
る

（
一
三
六
一
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二
〇

た
め
の
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
同
様
に
、
あ
る
意
見
制
約
的
な
法
律
が
、
諸
事
件
の
特
定
の
歴
史
的
解
釈
に
結
び
付
い

て
い
る
場
合
や
、
当
該
法
律
が
、
開
か
れ
て
お
ら
ず
、
す
で
に
確
定
さ
れ
た
人
物
の
範
囲
の
法
益
の
保
護
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ

れ
は
特
別
法
の
し
る
し
で
あ
る
。
総
じ
て
い
え
ば
、
意
見
制
約
的
規
範
が
、
政
治
的
か
つ
世
界
観
的
意
見
対
立
に
お
い
て
、
様
々
な
、
具

体
的
な
立
場
に
対
し
て
原
理
的
に
内
容
上
の
距
離
を
保
っ
て
い
る
か
否
か
が
重
要
で
あ
る
」。

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
基
準
に
照
ら
し
て
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
を
一
般
法
律
で
は
な
く
特
別
法
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
た
だ
し
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
は
例
外
的
に
違
憲
と
は
い
え
な
い
と
さ
れ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
理
由
を
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
不

法
と
恐
怖
へ
の
対
抗
的
な
構
想
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
が
誕
生
し
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
基
本
法
の
意
見
表
明
の
自
由
は
、
ナ
チ
ス

支
配
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
な
是
認
を
規
制
す
る
こ
と
と
の
関
係
で
は
、
意
見
関
連
的
法
律
と
い
う
意
味
で
の
特
別
法
の
禁
止
に
対
す
る
例

外
を
内
在
し
て
い
る
か
ら
だ
と
説
明
し
た
。

た
だ
し
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
意
見
表
明
の
自
由
が
そ
の
よ
う
な
例
外
を
認
め
る
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
例
外
は
、
意
見
表

明
の
自
由
の
実
体
面
で
の
内
容
を
縮
減
し
な
い
。
こ
こ
で
例
外
と
し
て
許
さ
れ
る
規
制
も
、
比
例
原
則
に
適
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

か
つ
、
厳
密
に
外
面
的
な
法
益
保
護
の
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
れ
を
刑
法
一
三
〇
条
四
項
に
つ

い
て
み
る
と
、
同
項
の
目
的
は
公
共
の
平
穏
を
保
護
す
る
と
い
う
正
当
な
も
の
で
あ
り
、
歴
史
的
な
ナ
チ
ス
支
配
に
関
連
し
て
、
そ
の
是

認
、
賛
美
、
正
当
化
と
い
う
同
項
の
構
成
要
件
も
、
典
型
的
に
政
治
的
論
争
の
平
穏
を
お
び
や
か
す
た
め
に
十
分
な
強
度
を
示
し
て
お
り
、

そ
れ
は
目
的
を
果
た
す
た
め
に
適
合
的
か
つ
必
要
で
、
狭
義
の
比
例
性
も
認
め
ら
れ
る
と
判
断
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
決
定
に
お
い
て
、
目
的
審
査
の
と
こ
ろ
で
「
公
共
の
平
穏
」
に
つ
い
て
の
限
定
解
釈
を
す
る
こ
と
で
合
憲
性
が

認
め
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
意
見
表
明
の
自
由
の
侵
害
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
公
共
の
平
穏
に
つ
い
て
、
挑
発
的
な

（
一
三
六
二
）



ド
イ
ツ
の
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自
由
（
鈴
木
）

四
二
一

意
見
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
直
面
し
た
市
民
を
主
観
的
な
不
安
か
ら
保
護
す
る
こ
と
や
、
根
本
的
と
認
め
ら
れ
て
い
る
社
会
的
又
は
倫
理
的

な
も
の
の
見
方
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
住
民
の
法
意
識
に
お
い
て
人
権
を
確
固
た
る
も
の
に

す
る
と
い
う
目
的
さ
え
も
、
対
抗
す
る
見
解
を
抑
圧
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。「
立
法
者
が
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
、
世
間
に
影

響
を
与
え
る
意
見
表
明
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ひ
と
つ
の
正
当
な
目
的
は
、
平
穏
さ
の
保
障
と
し
て
理
解
さ
れ
る
公
共
の
平
穏
で

あ
る
。
こ
こ
で
目
標
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
法
益
を
脅
か
す
行
為
を
誘
発
す
る
発
言
、
す
な
わ
ち
攻
撃
や
法
律

違
反
へ
と
移
行
さ
せ
る
よ
う
な
発
言
か
ら
の
保
護
で
あ
る
。
公
共
の
平
穏
の
維
持
は
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
例
え
ば
、
そ
れ
が
向
け
ら

れ
た
人
々
を
そ
の
よ
う
に
行
動
さ
せ
る
気
に
さ
せ
た
り
、
躊
躇
す
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
た
り
、
第
三
者
を
直
接
に
怯
え
さ
せ
る
よ
う
な
、

ア
ピ
ー
ル
や
感
情
化
に
よ
る
、
意
見
表
明
の
外
部
的
影
響
と
関
連
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
に
も
、
意
見
表
明
の
自
由
へ
の
侵
害
は
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
意
見
表
明
の
内
容
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
公
共
の
平
穏
の
保
護
が
目
指
す
の
は
、
平
穏
な
共
存
の
維
持
で
あ

る
」。
こ
の
決
定
で
は
、
立
法
者
が
、
も
っ
ぱ
ら
か
つ
説
得
的
に
、
公
共
の
平
穏
の
保
護
を
刑
法
一
三
〇
条
四
項
の
拠
り
所
と
し
て
い
る

と
し
て
そ
の
合
憲
性
が
認
め
ら
れ
た
。

一
般
法
律
に
例
外
を
認
め
た
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
は
、
学
説
か
ら
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
を
合
憲
と
す
る
と
い
う
「
結
論
あ
り
き
の
議

論
で
は
な
い
か
」
と
批
判
さ
れ
た
。
本
決
定
に
そ
の
よ
う
な
面
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の

事
件
を
契
機
と
し
て
、
刑
法
一
三
〇
条
四
項
を
一
度
限
り
の
例
外
と
位
置
づ
け
る
と
と
も
に
、
原
則
と
な
る
一
般
法
律
の
厳
格
化
を
図
っ

た
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
68
）

。

（
一
三
六
三
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二
二

5　

そ
の
後
の
二
つ
の
部
会
決
定

連
邦
憲
法
裁
判
所
で
は
、
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
の
後
も
、
部
会
決
定
に
よ
っ
て
民
衆
扇
動
罪
に
つ
い
て
の
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
二
つ
の

有
罪
判
決
が
破
棄
さ
れ
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
二
月
四
日
の
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
69
）

は
、「
外
国
人
送
還
活
動

│
暮
ら
す
価
値
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク

の
た
め
に
」
と
記
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
三
名
を
刑
法
一
三
〇
条
二
項
違
反
で
有
罪
（
罰
金
七
〇
日
、
そ
れ
ぞ
れ
一
日
に
つ
き
八
〇
ユ
ー

ロ
）
と
し
た
判
決
を
破
棄
し
た
。
こ
の
事
件
で
刑
事
裁
判
所
は
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
が
、
外
国
人
の
い
る
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
は
暮
ら
す
に
値

し
な
い
と
こ
ろ
だ
と
訴
え
る
も
の
で
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
住
む
外
国
人
に
対
す
る
誹
謗
で
あ
り
、
彼
ら
の
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
攻
撃

に
あ
た
り
、
意
見
表
明
の
自
由
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
な
い
と
判
断
し
有
罪
判
決
を
下
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
刑
事
裁
判
所
の
判
決
は
、
連
邦

憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
意
味
理
解
に
お
い
て
も
、
規
範
の
解
釈
に
お
い
て
も
、
意
見
表
明
の
自
由
の
要
請
を
み
た
し
て
い
な
い
と
判
断

さ
れ
た
。
第
一
部
会
決
定
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
、「
暮
ら
す
価
値
の
あ
る
ド
イ
ツ
の
都
市
」
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お

り
、
そ
こ
で
は
外
国
人
の
存
在
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
外
国
人
を
軽
蔑
す
べ
き
も
の
と
ま
で
は
し
て
い
な
い
。
ポ
ス
タ
ー
に

は
、
外
国
人
敵
対
的
な
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
言
明
は
刑
法
上
の
犯
罪
で
は
な
い
。
刑
事
裁
判
所
が
、
こ
の
ポ
ス

タ
ー
の
言
明
を
、
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
に
住
む
外
国
人
の
人
間
の
尊
厳
対
す
る
攻
撃
に
あ
た
る
と
意
味
理
解
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
根
拠
と

な
る
具
体
的
な
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
判
決
に
は
そ
れ
が
欠
け
て
い
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日
の
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
70
）

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
戦
争
責
任
を
否
定
し
た

り
、
ナ
チ
ス
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
存
在
を
否
定
す
る
内
容
の
い
く
つ
か
の
文
書
を
、
飲
食
店
の
店
主
に
手
渡
し
た
男
性
を
、
刑
法

一
三
〇
条
二
項
、
三
項
違
反
で
有
罪
（
罰
金
六
〇
日
、
一
日
に
つ
き
三
五
ユ
ー
ロ
）
と
し
た
刑
事
裁
判
所
の
判
決
を
破
棄
し
た
。
こ
の
事
件
で

（
一
三
六
四
）
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四
二
三

は
、
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
を
否
定
す
る
文
書
を
店
主
に
渡
し
た
行
為
に
つ
い
て
こ
の
男
性
の
刑
事
責
任
が
争
わ
れ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、

二
項
に
お
け
る
文
書
の
「
頒
布
（V

erbreiten

）」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
、
問
題
の
文
書
が
、
手
渡
し
た
男
性
と
受
け
取
っ
た
店
主
、
す

な
わ
ち
二
人
の
間
で
や
り
取
り
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
の
に
、
刑
事
裁
判
所
が
、
そ
れ
を
頒
布
に
あ
た
る
と
し
た
こ
と
が
、
意
見
表
明
の
自

由
の
意
味
を
正
し
く
理
解
し
て
い
な
い
と
判
断
し
た
。
二
人
の
間
で
文
書
の
や
り
取
り
が
な
さ
れ
た
時
、
そ
の
飲
食
店
に
は
こ
の
男
性
と

店
主
し
か
い
な
か
っ
た
し
、
男
性
が
そ
の
文
書
を
第
三
者
に
も
渡
す
よ
う
依
頼
し
た
と
い
う
事
実
も
な
か
っ
た
。
刑
事
裁
判
所
は
、
二
人

の
間
の
文
書
の
や
り
取
り
に
も
平
穏
を
乱
す
効
果
が
あ
っ
た
と
判
断
し
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う
な
効
果
を
否
定
し
た
。

五　

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
民
衆
扇
動
罪
が
一
九
六
〇
年
に
刑
法
一
三
〇
条
に
規
定
さ
れ
て
以
来
、
現
行
規
定
に
至
る
ま
で
の
変
遷

を
概
観
し
た
（
最
終
改
正
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日
）。
そ
の
う
え
で
、
全
七
項
か
ら
な
る
現
行
規
定
の
全
体
像
（
一
項
と
二
項
に
よ
る
一

般
的
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
、
三
項
に
よ
る
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
否
定
の
禁
止
、
四
項
に
よ
る
ナ
チ
ス
支
配
の
賛
美
や
正
当
化
の
禁
止
な
ど
）
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
刑
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
表
に
基
づ
き
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
一
〇
年
ま
で
の
一
三
〇
条
違
反

事
件
の
発
生
件
数
及
び
二
〇
一
二
年
の
量
刑
の
実
際
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、『
わ
が
闘
争
』
の
再
出
版
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
刑
法

一
三
〇
条
一
項
と
二
項
に
よ
る
一
般
的
な
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
焦
点
を
あ
て
て
、
表
現
規
制
と
し
て
の
特
徴
を
、
公
共
の
平
穏
と
い

う
保
護
法
益
、
法
定
さ
れ
て
い
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
攻
撃
対
象
、
禁
止
さ
れ
る
行
為
の
観
点
か
ら
概
説
し
た
。
最
後
に
、
憲
法
判
例
を

手
が
か
り
と
し
て
、
刑
事
裁
判
所
が
民
衆
扇
動
罪
を
具
体
的
事
案
に
適
用
す
る
際
に
要
請
さ
れ
る
、
表
現
の
自
由
へ
の
配
慮
の
あ
り
方
を

（
一
三
六
五
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二
四

分
析
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
刑
法
に
よ
る
表
現
規
制
の
解
釈
と
適
用
の
段
階
だ
け
で
な
く
、
裁
判
で
争
わ
れ
て
い
る
具
体
的
な
言

明
の
意
味
理
解
の
段
階
で
も
、
刑
事
裁
判
所
に
表
現
の
自
由
へ
の
配
慮
を
要
請
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
刑
事
裁
判
所
が
民
衆
扇
動
罪
で

有
罪
と
し
た
い
く
つ
か
の
判
決
を
覆
し
た
こ
と
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
表
現
の
自
由
の
要
請
に
つ
い
て
の
重
要
な
憲
法
判
例
と
し
て
、

一
九
九
五
年
の
「
兵
士
は
殺
人
者
だ
」
決
定
と
、
二
〇
〇
九
年
の
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
を
詳
し
く
検
討
し
た
ほ
か
、
民
衆
扇
動
罪
に
つ
い

て
の
有
罪
判
決
を
覆
し
た
具
体
例
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
三
つ
の
部
会
決
定
を
紹
介
し
た
（
二
〇
〇
〇
年
九
月
六
日
の
第
一
法
廷
第

一
部
会
決
定

（
71
）

、
二
〇
一
〇
年
二
月
四
日
の
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
72
）

、
二
〇
一
一
年
一
一
月
九
日
の
第
一
法
廷
第
一
部
会
決
定

（
73
））。

ド
イ
ツ
で
は
、
一
方
で
、
立
法
者
が
、
刑
法
一
三
〇
条
に
よ
る
表
現
規
制
を
絶
え
ず
見
直
し
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
規
制
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
他
方
で
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
そ
の
規
制
に
よ
る
表
現
の
自
由
の
過
剰
な
制
約
を
回
避
す
る
た
め
の
歯
止
め
と
し
て
の
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
存
在
を
抜
き
に
し
て
、
民
衆
扇
動
罪
に
よ
る
表
現
規
制
の
効
果
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
） 

著
作
権
消
滅
後
の
『
わ
が
闘
争
』
再
出
版
に
つ
い
て
、S

ebastian/B
riske, D

ie V
erw

ertung von H
itlers “M

ein K
am

pf”- E
ine 

urheber- und strafrechtliche A
nalyse, A

fP
 2013, 101 ff .; C

lem
ens B

ogedain, “M
ein K

am
pf”, der “M

ythus des 20. Jahrhunderts” 

und die “G
oebbels-T

agebücher”: W
erke früherer N

S
-G

rößen im
 S

pannungsfeld von S
trafrecht, U

rheberrecht und künftiger 

G
em

einfreiheit, Z
U
M

 2015, 205 ff .; T
im

o H
andel,“M

ein K
am

pf”－
G
ilt ein V

erbreitungsverbot auch nach 2015 ?, JR
 2016, 433 

ff . 

（
2
） 

「
ナ
チ
ズ
ム
及
び
軍
国
主
義
か
ら
の
解
放
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
く
一
九
四
八
年
一
〇
月
一
五
日
の
非
ナ
チ
化
審
査
機
関
（
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
第

一
）
の
決
定
に
よ
る
。V

gl. S
ebastian/B

riske, a.a.O
.

（A
nm

. 1

）, 102.

（
一
三
六
六
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
二
五

（
3
） L

G
 M

ünchen I, U
rteil v. 8. 3. 3. 2012, A

fP
 2012, 190.

（
4
） O

L
G
 M

ünchen, U
rteil v. 14. 6. 2012, A

fP
 2012, 395.

（
5
） 
そ
れ
以
前
の
議
論
に
つ
い
て
、W

alter S
eitz, D

as W
agnis der F

reiheit, W
eshalb darf D

eutschland H
itlers “M

ein K
am

pf” nicht 

lesen ?, N
JW

 2002, 572 ff .

（
6
） 

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
多
義
的
な
概
念
で
あ
り
、
ま
だ
定
ま
っ
た
定
義
は
な
い
。
定
義
の
困
難
さ
に
つ
い
て
、
小
谷
順
子
「
言
論
規
制
消
極
論
の

意
義
と
課
題
」
金
尚
均
編
『
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
法
的
研
究
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
四
年
）
九
〇
頁
以
下
参
照
。

（
7
） H

andel, a.a.O
.

（A
nm

. 1

）, 437 ff .

（
8
） S

eiz, a.a.O
.

（A
nm

. 5
）, 437 ff .

（
9
） S

piegel O
nline v. 31. 5. 2016, http://w

w
w
.spiegel.de/kultur/gesellschaft/adolf-hitlers-m

ein-kam
pf-unkom

m
entiert-

staatsanw
aelte-erm

itteln-a-1094377.htm
l

（
最
終
閲
覧
二
〇
一
六
年
一
〇
月
二
〇
日
）.

（
10
） 

民
衆
扇
動
罪
の
概
要
に
つ
い
て
、T

ill F
ohrbeck, W

unsiedel: B
illigung, V

erherrlichung, R
echtfertigung, D

as V
erbot 

nazistischer M
einungen in D

eutschland und U
S
A
, 2015, S

. 56 ff . 

民
衆
扇
動
罪
に
つ
い
て
は
、
楠
木
孝
『
刑
法
解
釈
の
方
法
と
実
践
』（
現

代
人
文
社
、
二
〇
〇
二
年
）
八
六
頁
以
下
、
櫻
庭
総
『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服

│
人
種
差
別
表
現
及
び
「
ア
ウ
シ
ュ

ヴ
ィ
ッ
ツ
の
嘘
」
の
刑
事
規
制
』（
福
村
出
版
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
刑
法
に
お
け
る
表
現
の
自
由
の
限
界

│
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
明
確
性
と

歴
史
性
と
の
関
係
」
金
尚
均
編
『
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
の
法
的
研
究
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
四
年
）
一
一
五
頁
以
下
、
毛
利
透
「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
の
法
的
規
制
に
つ
い
て

│
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
の
比
較
法
的
考
察
」
法
学
論
叢
一
七
六
巻
二
・
三
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
一
〇
頁
以
下
が

あ
る
。

（
11
） N
K
-S

tG
B
-O

stendorf §
130 R

n. 2 f., 4. A
ufl . 2013.

ド
イ
ツ
刑
法
の
歴
史
を
概
観
す
る
も
の
と
し
て
、
金
向
均
ほ
か
『
ド
イ
ツ
刑
事
法

入
門
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
五
年
）
七
頁
以
下
が
あ
る
。

（
12
） 

へ
ー
ト
ラ
ー
は
、
上
級
審
で
有
罪
と
な
っ
た
。B

G
H
, N

JW
 1952, 1183. 

（
13
） 

櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
六
四
頁
以
下
参
照
。

（
一
三
六
七
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二
六

（
14
） 

同
書
六
〇
頁
以
下
参
照
。

（
15
） F

ohrbeck, a.a.O
.

（A
nm

. 10

）, S
. 57.

（
16
） 
一
九
六
〇
年
に
誕
生
し
た
刑
法
一
三
〇
条
の
訳
が
、
櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
九
一
頁
以
下
に

あ
る
。

（
17
） V

gl. K
arl L

eckner, S
trafgesetzbuch, 9. A

ufl . 1975, S
. 480 f.

楠
木
・
前
掲
注（
10
）一
一
一
頁
以
下
参
照
。

（
18
） D

as sog. V
erbrechensbekäm

pfungsgesetz, B
G
B
l. I 1994, S

. 3186.

（
19
） 

一
九
九
四
年
改
正
に
よ
り
、
一
三
一
条
は
人
間
に
対
す
る
暴
力
を
描
写
す
る
文
書
の
み
を
禁
止
す
る
規
定
と
な
っ
た
。

（
20
） V

gl. F
ohrbeck, a.a.O

.
（A

nm
. 10

）, S
. 58 f. 

櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
九
六
頁
以
下
、
川

出
敏
裕
「
ド
イ
ツ
犯
罪
対
策
法
（
上
）」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
〇
七
七
号
（
一
九
九
五
）
一
〇
三
頁
以
下
参
照
。

（
21
） G

esetz zur Ä
nderung des V

ersam
m
lungsgesetzes und des S

trafgesetzbuches v. 24. 3. 2005, B
G
B
l. I 2005, S

. 969. 

櫻
庭
・
前

掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
一
三
二
頁
以
下
参
照
。

（
22
） F

ohrbeck, a.a.O
.

（A
nm

. 10

）, S
. 60.

（
23
） B

V
erfG

E
 124, 300. 

判
例
評
釈
と
し
て
、
土
屋
武
「
ヴ
ン
ジ
ー
デ
ル
決
定
」
自
治
研
究
九
二
巻
一
号
（
二
〇
一
六
）
一
四
四
頁
以
下
が
あ
る
。

毛
利
・
前
掲
注（
10
）二
二
六
頁
以
下
も
参
照
。
ド
イ
ツ
に
は
た
く
さ
ん
の
判
例
評
釈
が
あ
る
が
本
稿
で
は
、F

ohrbeck, a.a.O
.

（A
nm

. 10

）, S
. 69 

ff .

の
み
を
あ
げ
て
お
く
。

（
24
） G

esetz v. 16. 3. 2011, B
G
B
l. I 2011, S

. 418. 

（
25
） G

esetz v. 21. 1. 2015 B
G
B
l. I 2015, S

. 10.

（
26
） 

こ
の
訳
は
、
毛
利
・
前
掲
注（
10
）二
三
七
頁
に
掲
載
の
「
資
料
」
を
参
考
に
筆
者
が
修
正
・
加
筆
し
た
。

（
27
） B

G
B
l.Ⅰ

 2015, S
. 10. V

gl. B
T
-D

rs. 18/2601.

（
28
） B

ogedain, a.a.O
.

（A
nm

. 1

）, 208; S
ebastian/B

riske, a.a.O
.

（A
nm

. 1
）, 109; S

eitz, a.a.O
.

（A
nm

. 2

）, 573.

（
29
） 

毛
利
・
前
掲
注（
10
）二
二
二
頁
。

（
一
三
六
八
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
二
七

（
30
） P

eter R
ackow

, S
tG

B
 §

130 R
n. 13 f., in: B

ernd von H
eintschel-H

einegg, S
tG

B
 K

om
m
entar, 2. A

ufl . 2015. 
（
31
） 

近
年
の
判
例
の
概
観
と
し
て
、A

ndreas S
tegbauer, R

echtsprechungsübersicht zu den P
ropaganda- und Ä

ußerungsdelikten, 

N
S
tZ

 2012, 79 ff .; ders., R
echtsprechungsübersicht zu den P

ropaganda- und Ä
ußerungsdelikten, N

S
tZ

 2015, 201 ff .

（
32
） N

K
-S

tG
B
-O

stendorf §
130 R

n. 6. 

（
33
） R

ackow
, a.a.O

.

（A
nm

. 30

）, R
n. 59.

（
34
） 

金
ほ
か
・
前
掲
注（
11
）二
四
一
頁
以
下
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
①
刑
罰
の
重
さ
が
五
日
か
ら
三
六
〇
日
ま
で
の
日
数
で
決
定
さ
れ
、
②
個
人
の
支

払
い
能
力
に
応
じ
て
、
一
日
あ
た
り
の
支
払
額
が
算
出
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
原
則
と
し
て
一
括
支
払
い
で
あ
る
が
、
③
そ
れ
が
で
き
な
い
と
判

断
さ
れ
れ
ば
、
支
払
い
の
猶
予
又
は
分
割
払
い
が
認
め
ら
れ
る
。
支
払
い
が
不
可
能
な
者
に
は
代
替
自
由
刑
が
科
さ
れ
る
。

（
35
） F

rankfurter A
llgem

eine Z
eitung v. 3. 5. 2016

（
判
例
集
未
登
載
）.

（
36
） F

rankfurter A
llgem

eine Z
eitung v. 9. 2. 2016.

（
37
） M

iebach/S
chäfer, §

130 R
n. 1 ff ., in: M

ünchner K
om

m
entar zum

 S
trafgesetzbuch, B

d. 2/2 2005.

（
38
） A

.a.O
.

（A
nm

. 37

）, R
n. 16.

（
39
） B

V
erfG

E
 124, 300.

（
40
） 

毛
利
・
前
掲
注（
10
）二
二
九
頁
も
同
旨
。

（
41
） M

iebach/S
chäfer, a.a.O

.

（A
nm

. 37

）, R
n. 3.

（
42
） B

G
B
l.Ⅰ

 2011, S
. 418. V

gl. B
T
-D

rs. 17/3124.

（
43
） 

国
際
刑
法
典
六
条
は
、「
国
民
的
、
人
種
的
、
宗
教
的
ま
た
は
民
族
的
な
集
団
の
、
全
体
ま
た
は
一
部
を
そ
れ
自
体
と
し
て
破
壊
す
る
意
図
を

も
っ
て
、
そ
の
成
員
を
殺
害
し
、
心
身
に
重
い
危
害
を
加
え
、
身
体
的
破
壊
を
も
た
ら
す
生
活
条
件
の
も
と
に
置
き
、
そ
の
集
団
内
で
の
出
生
を
妨

げ
、
ま
た
は
子
ど
も
を
他
の
集
団
に
強
制
的
に
移
す
者
は
、
終
身
の
自
由
刑
に
処
す
る
」
と
定
め
る
。
訳
語
は
、
戸
田
典
子
「
国
際
刑
事
裁
判
所
の

た
め
の
国
内
法
整
備
」
外
国
の
立
法
二
一
五
号
（
二
〇
〇
三
年
）
一
二
一
頁
に
よ
る
。

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
民
族
謀
殺
は
も
と
も
と
一
九
五
四
年
に
刑
法
二
二
〇
ａ
条
に
導
入
さ
れ
た
が
、
現
在
は
国
際
刑
法
典
へ
編
入
さ
れ
、
刑
法
典

（
一
三
六
九
）



日
本
法
学　

第
八
十
二
巻
第
三
号
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
）

四
二
八

か
ら
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
七
四
頁
参
照
。

（
44
） B

T
-D

rs. 17/3124, S
. 10.

（
45
） 
櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
七
八
頁
、
八
八
頁
以
下
。

（
46
） 
同
書
七
八
頁
。

（
47
） N

K
-S

tG
B
-O

stendorf §
130 R

n. 18.

（
48
） R

ackow
, a.a.O

.

（A
nm

. 30

）, R
n. 21; M

iebach/S
chäfer, a.a.O

.

（A
nm

. 37

）, R
n. 17 f.

（
49
） M

iebach/S
chäfer, a.a.O

.

（A
nm

. 37

）, R
n. 17 f.

（
50
） R

ackow
, a.a.O

.

（A
nm

. 30

）, R
n. 22.

（
51
） 

そ
の
他
の
禁
止
さ
れ
る
行
為
に
つ
い
て
、
櫻
庭
・
前
掲
注（
10
）『
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
衆
扇
動
罪
と
過
去
の
克
服
』
一
四
五
頁
以
下
参
照
。

（
52
） S

chönke/S
chröder/S

ternberg-L
ieben, S

tG
B
 §

130 R
n. 5 b, 29. A

ufl . 2014.

（
53
） 

工
藤
達
朗
＝
畑
尻
剛
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
裁
判
〔
第
二
版
〕』（
中
央
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
）
三
四
二
頁
以
下
参
照
。

（
54
） F

rankfurter A
llgem

eine Z
eitung v. 9. 2. 2016.

（
55
） B

V
erfG

E
 93, 266. 

こ
の
判
決
に
つ
い
て
、
小
山
剛
「
意
見
表
明
の
自
由
と
集
団
の
名
誉

│
『
兵
士
は
殺
人
者
だ
』
事
件
」
ド
イ
ツ
憲
法

判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅱ
〔
第
二
版
〕』（
信
山
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
六
八
頁
以
下
、
毛
利
透
『
表
現
の
自
由

│
そ
の
公
共
性
と

も
ろ
さ
に
つ
い
て
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
）
二
六
九
頁
以
下
、
上
村
都
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ヘ
イ
ト
・
ス
ピ
ー
チ
規
制
」
駒
村
圭
吾
＝
鈴
木
秀

美
編
著
『
表
現
の
自
由
Ｉ

│
状
況
へ
』（
尚
学
社
、
二
〇
一
一
）
四
七
六
頁
以
下
参
照
。

（
56
） 

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
第
一
法
廷
と
第
二
法
廷
か
ら
な
り
、
各
法
廷
は
八
名
の
裁
判
官
か
ら
な
る
。
た
だ
し
、
多
数
の
事
件
を
迅
速
に
処
理
す

る
必
要
か
ら
、
憲
法
異
議
の
不
受
理
や
、
先
例
に
照
ら
し
て
憲
法
異
議
に
明
ら
か
な
理
由
が
あ
る
場
合
の
認
容
に
つ
い
て
、
法
廷
で
は
な
く
、
各
法

廷
の
三
名
の
裁
判
官
か
ら
な
る
部
会
に
よ
っ
て
決
定
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
。
各
法
廷
に
三
つ
の
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
工
藤
＝
畑
尻
・
前
掲

注（
53
）一
二
五
頁
以
下
、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
『
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
Ⅲ
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
八
）
五
四
〇
頁
参
照
。

（
57
） B

V
erfG

, N
JW

 1994, 2943.

（
一
三
七
〇
）



ド
イ
ツ
の
民
衆
扇
動
罪
と
表
現
の
自
由
（
鈴
木
）

四
二
九

（
58
） B

V
erfG

E
 93, 266.

（
59
） 

詳
し
く
は
、
毛
利
・
前
掲
注（
55
）二
七
三
頁
以
下
参
照
。

（
60
） B

V
erfG

, B
eschluss der 1. K

am
m
er des ersten S

enats v. 6. 9. 2000
-1 B

vR
 1056/95.

（
61
） B

V
erfG

, B
eschluss der 3. K

am
m
er des Z

w
eiten S

enats v. 24. 9. 2009
-2 B

vR
 2179/09.

（
62
） B

V
erfG

E
 124, 300.

（
63
） B

V
erfG

, N
JW

 2001, 2069.

（
64
） B

V
erw

G
E
 131, 216.

（
65
） B

V
erfG

E
 124, 300.

（
66
） 

土
屋
・
前
掲
注（
23
）一
四
七
頁
。

（
67
） B

V
erfG

E
 7, 198 

（209 f.
）.

（
68
） 

土
屋
・
前
掲
注（
23
）一
五
〇
頁
。

（
69
） B

V
erfG

, N
JW

 2010, 2193.

（
70
） B

V
erfG

, N
JW

 2012, 1498.

（
71
） B

V
erfG

, B
eschluss der 1. K

am
m
er des ersten S

enats v. 6. 9. 2000
-1 B

vR
 1056/95.

（
72
） B

V
erfG

, N
JW

 2010, 2193.

（
73
） B

V
erfG

, N
JW

 2012, 1498.

（
一
三
七
一
）
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